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鶯：第四表現主義（仮）について語る会 

昨２０１０年ころより、日本のアートシーンに重大な変化が到来しているように私は直観

します。たとえば「間欠泉※１」「全ポ連※２」「カオス*ラウンジ※３」等々に見られる、

多人数によるお絵かき大会スタイルの流行です。それらの場で高速かつ大量に産生される

情動的で一見未完成風の作品群は、昨今主流の細密的マニエリスムとは１８０度位相を異

にします。そしてお絵かき大会に限らず、現在の若い世代の数多くの表現に、この傾向が

見受けられるようになってきたと感じます。 

私はこの全体的な傾向を、「第四表現主義※４」と呼びたいと思います。当事者たちからし

てみれば、同じ範疇にくくられることや、名付けられること、歴史化されることに対する

異論や拒否は当然あるでしょう。しかしそのいっぽうで、直前の時代とは異なる横つなが

り的な空気も、感じとられている可能性もあるのではないでしょうか。そして私自身は、

この変化は１９８０年前後の「ヘタうま」到来に匹敵する、重要なパラダイム・シフトに

違いないと直観しています。 

「第四表現主義（仮）について語る会※５」では、このような私の見方に賛成か反対かは

ともかくとして、私がそのように見ている人たちにお集まりいただければと考えておりま

す。私から第四表現主義の概念について若干説明させていただいた後、お集まりいただい

たかたがたに、観客の皆様も交え、まずは、お語りいただければと思います。 

２０１１年１１月１５日 

中ザワヒデキ（美術家） 

 

■開催概要 

2011 年 12 月 1 日（木）18:00-21:00 入場無料 予約不要 

中ザワヒデキ油彩新作展「かなきり声の風景」（2011.11.15-12.2）会場内 

ギャラリーセラー 東京都中央区銀座 1-21-14 www.gallerycellar.jp 

[注意] スペースには限りがあり、来場者多数の場合お入りいただけない可能性があります。 

 

■参加予定者（2011 年 11 月 21 日現在） 

齋藤祐平（絵描き、「間欠泉」） 

小田島等（イラストレーター、「全ポ連」） 

藤城嘘（美術家、「カオス*ラウンジ」） 

黒瀬陽平（美術家、美術批評家、「カオス*ラウンジ」） 

石井香絵（美術史家） 

二艘木洋行（アーティスト） 



 

 2 

松下学（キュレーター、Rad.Commons／棚ガレリ） 

都築潤（イラストレーター）※京都より Skype 参加 

沖冲.（ペインター／ドローイングライター、mograg garage）※数分間のみ Skype 参加 

ほか 

 

※１ 間欠泉……齋藤祐平が企画するライブペイント・イベント／展覧会のシリーズ名。

第一回は 2010年 11月 7 日に行われた「井の頭間欠泉」。現在までに計 8回開催されている。 

※２ 全ポ連……全日本ポストサブカルチャー連合（大橋裕之、小田島等、箕浦建太郎）

の略称。2010 年 8 月 19 日に行われた『HMV 渋谷おつかれサマーフェス！』臨時出演のた

めに結成され、メンバーは流動的。 

※３ カオス*ラウンジ……藤城嘘、黒瀬陽平、梅沢和木の三名をメインメンバーとし、流

動的な多数の参加者からなる現代アート集団。2010年 4 月 10 日、「カオス*ラウンジ宣言」。 

※４ 第四表現主義……中ザワヒデキの造語。近現代の美術史は「表現主義→反芸術→超

現実主義」の繰り返しであるとし、日本の第一表現主義は萬鉄五郎らのフュウザン会、第

二表現主義はアンフォルメル旋風、第三表現主義はヘタうまであったとする。2011 年 4 月

9 日、美學校の公開講座で第四表現主義の概念を発表。 

※５ 第四表現主義（仮）について語る会……この「（仮）」も含んで会の正式名称としま

す。すなわち開催当日にもこの「（仮）」は取り去りません。理由は、「第四表現主義」の呼

び名に賛同でないひとにも参加の間口を広げたいからです。 

 

それではただいまより、第四表現主義（仮）について語る会を始めます。 

 

中ザワ：はい、本日の発声は鶯セヴーチさんです。どうもありがとうございました。第四

表現主義（仮）について語る会を始めさせていただきます。今日がどのくらい混雑するか

あらかじめ分かっていなかったので、もしかしたら後ろの人にとってはこのやり方だと見

えにくいかもしれません。途中で何かいいアイディアがあったら別の形になってもいいか

もしれないとも思っていますけれども、今のところここの会場で収まっている感じなんで

しょうか、たぶんそうですよね。あと USTREAM でも配信されてますので、USTREAM

を見ながらワインを飲んだりしたいという方は、ここを出て左に 50 歩くらい歩いたところ

にメゾン・ド・サワというすてきな場所がありまして、USTREAM を見ながらワインある

いはビールなど、500 円で特別にサービスさせていただきますので、そちらの方に行ってい

ただいても大丈夫です。 

 それでは 9 時までと長い時間になりますけれども今日はひたすら語っていきたいと思い
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ます。ここに今集まっている人たちが、まだ藤城さんは来てませんけれども、今日の語る

会の参加者の人たち、あと観客のみなさまにもマイクを随時渡して参加していただければ

と考えております。さらに京都から都築さんが見てくれています。都築さんが一番観客の

みなさんからはよく見えるような(笑)。 

都築：申し訳ないです(笑)。 

中ザワ：それから 8 時 15 分くらいに、mograg garage の沖冲.さんが数分間のみ Skype で

入ってくれることになっています。沖冲.さんは mograg magazine の記念すべき刊行イベン

トをスーパーデラックスで行っている最中なんですが、その会場とここを一瞬つなごうか

と思っております。 

 それではですね、だんだん本題に入っていきますけれども、第四表現主義というのは僕

の造語でありまして、この言葉自体はだれも言ってはいないと思いますので、その概念に

ついて若干先に説明させていただいた後、お集まりいただいた方に観客のみなさんも交え

て語る会にしたいと思います。 

 今僕は個展の最中でありまして、要するにぼくは美術家ですので個展をやっているんで

すけれども、この「かなきり声の風景」という展覧会は、非常に表現主義的な作風を意識

して行っております。ただしこの意識というのは論理的に考えてできたものというよりは

直感で行ったものなんです。僕はコンセプチュアルな作風で知られている人間だと思うん

ですけれども。2009 年の夏にですね、「夏の個展 2009」という展覧会をここギャラリーセ

ラーでやらせていただきまして、第一部、第二部、第三部と分かれていまして、元々第一

部は《文字座標型絵画》の展示、第二部は《芸術特許》の結果報告展の展示、第三部は《金

額》というシリーズを展示する予定にしておりました。しかし、第一部の《文字座標型絵

画》と《数列》という作品を出した直後に「これは違う方に行きたい」という直感が働き、

急遽アクリル絵画を始めまして、夏の個展第三部では「みなさま告知とは全然違って申し

訳ございません」と謝りながらアクリル絵画の展示を行いました。そのときの言い訳は特

に無いわけなんですけれども、こっちにきたいという僕の衝動はありました。そのときの

衝動はなんだったのだろうと。僕はコンセプチュアルな作風になる前は、イラストレータ

ーとして「バカ CG」と呼ばれる作風で、コンピューターグラフィックスでイラストを描い

ていました。それは 1990 年からだったんですけれども、さらにその前の 1980 年代にやは

り自分はアクリル画で絵を描いていたんですね、非常に感覚的な作風で絵を描いておりま

した。全くコンセプト無しで、言葉無しで描いていたような作品だったんですけれども。

そのときの記憶が常に残っていまして、それを急に出したいと思ったんだろうと自分では

思っている部分があります。ただそれは、一旦捨てきった作風だったつもりだったので、

それを今やる、2009 年の今やるっていうのは直感だったんですね。そのときにペインティ
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ングを再始動しまして、さらに 2010 年にですね、3331 で《芸術特許》のもうひとつ展示

を行いまして、さらにその後 2010 年 9 月 4 日から「新・方法」というグループを結成し、

そこでは非常にコンセプチュアルな作風の続きみたいなものを再始動しています。 

 そして 2011 年に個展をやるにあたって、「かなきり声の風景」というタイトルで油彩画

で展覧会をしたいと思いました。これは 2009 年の夏の個展第三部のような方向にもっと進

みたいという直感が働き続けた結果であって、「かなきり声の風景」というタイトルは萬鉄

五郎が大正 7 年(1918)のに描いた有名な作品があるんですけれども…ああ、そうですね。長

沼さん(観客)が今その新聞を持ってくださっているのでちょっと回して下さい。どうもあり

がとうございます長沼さん。あと萬鉄五郎のカタログもそちら側においてありますので後

で見ていただければいいと思いますけれども。あ、作村さんどうもありがとうございます。

付箋の貼ってあるところに《かなきり声の風景》の絵があるんですけれども。ええと、そ

れがいろいろ作風が変遷した萬鉄五郎の非常に表現主義的な作品と呼ばれているもので、

僕としても非常に気になっているんですね。その萬鉄五郎を引っ張るっていうのは意図し

て行ったものです。そして、このアイディアをギャラリーセラーに出したのが去年だった

んですけれども、その後 2011 年 3 月 11 日に震災が起きて、「かなきり声の風景」というタ

イトルがいかにも震災に直面した後に名付けた風景に見えるというような事態が起きてし

まいました。ぼくは別にそれで構わないと思っているんですが。今展示しているものは今

年の 9 月 1 日くらいから書き始めた新作の油彩画群です。コンセプトは震災前に立ててい

たし、震災をテーマにした作品ではないわけなんですけれども、人間が描いている以上震

災の記憶があるような絵になっているかどうか、これは人によって、見る人に考えてもら

えばいい程度だと思っています。自分で震災をテーマにしているわけではないです。まあ

入らないはずもないだろうくらいにも思っています。萬鉄五郎の場合には関東大震災を茅

ヶ崎にいるときに被災しておりまして、地震の印象という非常に生々しい絵を描いている

んですけど、それも一年たってから描いているんですね。直後に描いたというものではな

いんですね。で、萬鉄五郎に関しては別の話題があって。別の話題にどんどんいっちゃっ

て申し訳ないんですけれど、茅ヶ崎に移り住む前には岩手県の土澤に住んでいた時代、土

澤時代というのがありまして、岩手県のアーティストでもあると。で、被災の記憶をテー

マに森村泰昌さんがこの秋に展覧会を企画して、それは結果的に中止になってしまいでき

なかったんですけれども、森村泰昌さんがやろうとしたのが舟越保武と萬鉄五郎と、ど忘

れしました誰でしたっけ。 

齋藤：松本俊介ですね。 

中ザワ：そうだ松本俊介。ありがとう齋藤さん。松本俊介を、やっぱり震災と被せた展覧

会をやろうとしてそれが頓挫してしまったというような事がありますけれども、それも全
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部僕にとっては偶然で、僕は 2010 年の時点で「かなきり声の風景」、そして萬鉄五郎を意

識しての事だったわけです。で、この直感が、自分の直感がどこからくるのか、あるいは

それを裏付けることはこの僕から外の世界にあるのかというようなところで、ひとつ現象

面の話と、もうひとつ歴史の話が入ってくるわけです。現象面の話としては、これは後で

皆様に積極的に活発に議論していただくことになると思うんですけれども、2010 年に「カ

オス*ラウンジ宣言」がありまして大変注目される事態が出てきたと思います。でカオス*

ラウンジさんの意図では全然ないかもしれないと思いますけれども、僕からの見方は 80 年

代にパルコのグラフィック展が出てきたときに、「パルコのグラフィック展なんてああいう

の全然美術じゃないよ」っていう大人がたくさんいたんですけれども、そのときの様相が

かなり再来しているような感じがあると思うんですね。大人たちからある意味罵倒されな

がら出てくるというようなことが 80 年代のヘタうまやパルコ・グラフィック展の頃もあっ

たし、今回もいろいろそういうようなことがあるんではないか。あとそれから 2010 年スタ

ートが齋藤祐平企画の「間欠泉」ですね。これはお絵かき大会のイベントなんです。間欠

泉とカオス*ラウンジは描かれている絵柄だとかはかなり違うんですけれども、大人数で絵

を描いていくというスタイルは僕にとっては似ているのではないか。ここで後で反論がく

ると思っているんですけれども(笑)。しかもアーティストの選択が被っていたりとか、全員

20 代くらいの人たちが多いですよね。若い人たちが多くて、間欠泉の方も相当な盛り上が

りが出ていて、すでに八回を数えるわけですね。そういうようなことが 2010 年に起きてき

た。2011 年になるとカオス*ラウンジはもう次の、震災後のことをテーマにしていて違うと

ころに行っているんですけれども、僕が 2010 年に見たのはそういうものです。そしてそう

いうものが何と違うかというと、僕は昨今主流だったのはマニエリスムの時代だったと思

うんです。例えば小谷元彦の作品だとか山口晃の作品だとかを思い出していただければ分

かるんですけれども。 

 今ユースト止まっていますか、ユーストは固定ユーストの方もありますのでそちらにも

時々切り替えてもらえたりするといいと思います。固定ユーストの URL はどこで分かりま

すか？ 

皆藤：上に出ています。 

中ザワ：今ハッシュタグをつけて、「#第四表現主義かり」というハッシュタグでユースト

の URL を出しますので、もう出ましたね。はい。そちらのほうも時々見て下さい。はい。

ということで、ええとなんでしたっけ(笑)。そうですね、マニエリスムの時代だと考えてい

る。あとそれから中国の絵画の台頭にどうも合わせたような表現というのもかなりあって

それはもうかなり細密に描いていてどこか気持ち悪い。一生懸命に描いていて細かく描き

すぎているところが気持ち悪いというのは、僕はマニエリスムの時代のものだと考えてい
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ます。マニエリスムはルネッサンスの後にマニエリスムという様式がイタリア美術あるい

は西洋であったんですけれども、今までの昨今の主流とは大分違って急に絵の具で描き出

すということがあったと思います。 

 あとそれから「全ポ連」ですね、「全日本ポストサブカルチャー連合」。これも 2010 年ス

タートです。先ほどの文章通りなんですけれども。これもお絵かき大会で。こういったお

絵かき大会が一応共通項として語れるようなものが出てきたのではないか。そこで高速に

たくさん、気持ち悪い絵をわざと描いてやるみたいなそういう意図がなく描いている感じ

がマニエリスムとの気分的な差だと思いますね。なんですけど、お絵かき大会で代表させ

るのはかなり問題があって、お絵かき大会とは距離を持っているけれども周りにいるアー

ティストというのもやっぱりいるわけで。僕はやっぱり 2009 年、10 年、11 年辺りにそう

いう、特に 2010 年以降ですかね、Twitter をベースにより一層そういう人たちを知るよう

になったと現象論的に思っています。で、もうひとつ、そういう横軸的な現象の話ではな

くて縦軸的な歴史の話なんですけれども。僕は時々申し上げているんですけれども循環史

観論者で。これは歴史は繰り返す、「history repeats itself」なんですけれども、これを身

を持って体験した覚えがあります。僕は今もう 48 歳なので、80 年代に絵を描いていた、

あるいは 90 年代に仕事をしていたときに、「これは 30 年前の再来だったんではないか。さ

らにその 30 年前も、さらにその 30 年前も再来だったのではないか。」というふうに思いな

がらやっていて。でもなんでこんなに明らかな循環史観的なことが言えるのに、みんなそ

んなことを言わないんだろうと疑問に思っていたんですね。でも僕から見ると当たり前の

ように歴史は繰り返している。それはどういう歴史かと言いますと。ええと…一応千円く

らいでホワイトボードも買ってきたんですけれども。（中ザワホワイトボードに書き始め

る）表現主義的なものというのがまずあって、そこからすぐに直結する形で反芸術的なも

のが出てくると。さらにその後に多様性の長い時代があって、これをいろんな言葉で代表

させているんですけれども、今回の文章に合わせると、超現実主義、シュルレアリスムで

すね、その言葉で代表させています。ちょうど超現実主義の時代は実は多様性の時代とい

ってもいいような時代で、この時代がとても長いんですね。多様性の時代がとても長い。

この時代にはコンセプチュアル・アートの可能性も入ってくる時代ですね。でこの時代は

かなり長いんですけれども、美術史で僕は面白いと思っているのは、表現主義がどーんと

罵倒を浴びながら出てくる。さらにその罵倒を自分自身に向けたかのような反芸術が出て

くる。というようなときが美術史の中で一番面白い時代なんじゃないかと。そのときにい

ろんな主義みたいなものが現れて、その後の多様性あるいは超現実主義の時代っていうの

はそことなんとなく和解させながら、なあなあで「ひとつの主義に凝り固まるのはいけな

いよ」みたいな意見が大勢を占める長い時代、というような繰り返しが起きていると思い
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ますね。で、先に日本の話をしますと、日本では 1912 年にフュウザン会というものが急に

出てきました。そこに萬鉄五郎だとか岸田劉生だとか、たくさんの画家たちが海外のフォ

ーヴィスムや表現主義に呼応する、絵の具を分厚く盛り上げてグリグリ描いていくような

絵を出してきたと。それはきちんとデッサンをしていこうという年配の人たちにとっては、

こんなものはちゃんとしたものではないというようなことで叩かれながら出てきているん

ですね。そのちょっと前にも高村光太郎が「緑色の太陽」っていう、論文だったかなんだ

ったかあるんですけれども、太陽を緑色で描いたっていいじゃないかと。これは僕は表現

主義的なものであったと思います。その直後に大正期振興美術の中なんですけれども、未

来派ですとかダダですとか、それもかなり直結した形ですぐに出てきます。これらが非常

に急激に出た後で日本的油絵の追求みたいな形で梅原・安井の時代というのがくるわけで

すね。で、このときにはシュルレアリスムの影響下にあるようなものもかなり入ってきま

す。このまま第二次大戦を超えてしまって、次の表現主義の勃発は 1955 年に始まります。

戦後ですけれども、アンフォルメル旋風というものがあったと。抽象表現主義というふう

な言い方でもいいんですけれども、抽象における表現主義ですね、でその後そこから直結

するような形でアンフォルメル旋風の渦中にいた作家たちの中からネオダダというグルー

プが出てきたり、そこからハイレッド・センターが出てきたりだとか、これは反芸術とい

うキーワードで語れるものですね。そのアンフォルメルとネオダダが直結した形で出てく

ると。これらの流れが面白くて、その後、また長い、もの派、概念派ですとか、さらにそ

の後絵画回帰だとか、イズムが乱立、あるいはイズムといえないイズムが乱立する多様性

の時代になってきます。でこの時代があるんですけど、その後でまた急に勃発するのがな

んだったか、それは日本では僕はヘタうまを取り上げたいと思っています。これはイラス

トレーションの文脈で出てきたので、美術の文脈では全然認知されていない流れなんです

ね。湯村輝彦が言い出したヘタうまというもの…都築さんは狭義のヘタうまということを

言っていまして、湯村輝彦の作風のみがヘタうまであるということなんですけれども。僕

が言っているのは広義のヘタうまでして、湯村輝彦を含み、その周りのいろんなもの、パ

ルコ・グラフィック展の流れなんかも含んだ概念としてヘタうまと言っているんですけれ

ども。このときは具象で、表現主義的な、素早く、イメージをどんどん量産していくとい

うようなものが出てきまして、このヘタうまもかなり罵倒されながら出てきているもので

すね。で、日本ではその後、90 年前後、85 年以降からやっぱりシミュレーショニズムです

ね、一種の反芸術が出てきまして。村上隆とかも最初はシミュレーショニズムの作家とし

てデビューしているわけですね。で 95 年以降、奈良美智みたいな絵が OK になってからず

っと多様性の長い時代になっていた。その中でも最近の傾向は執拗に細密な絵を描いて技

巧があることがいいんだという、例えば固有名を出してしまいますけれども、レントゲン
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の画廊ではですね、超絶技巧みたいなことを画廊のコンセプトにまでしていると、超絶技

巧というものを売り物にするような、あるいは細密画ですとか、そういうものが出てきて

いる。マニエリスムというものは非常にオリジナルのシュルレアリスムとは非常に近しい

もので、オリジナルのシュルレアリスムの人たちがマニエリスムを非常に賞賛していたり

というふうになるわけですね。ということで、僕から見るとこういった流れがすでに三つ

起きていて、95 年から始まる長い流れというのがついこの間まであったと。僕は 2008 年

に萬鉄五郎とかについてレクチャーを大阪で行っているんですけれども、そのときのレク

チャーはフュウザン会についてだったんです。そのときの僕の言い方としてもですね、2008

年現在、画壇はマニエリスム全盛である。しかし、ヘタうまがそのうちまた第四の表現主

義としてヘタうまが再来するであろう、それを占う意味での萬鉄五郎について今回はレク

チャーしたいというようなことを 2008 年に言っているんですけれども。2008 年は僕はマ

ニエリスムの時代にいるというふうに思っていたんですね。で 2009 年に僕は直感で絵を描

き始めている。で、計画性がなくてホワイトボードに書けなくなってしまうんですけれど

も(笑)、ここのところに次の表現主義がそろそろきてもいいんではないかというようなこと

も一方で持っていたわけです。書きますか、せっかくですから磁石で強調しつつここに第

四表現主義ですね。で第四表現主義という名前は今年の 4 月 9 日だったかな、美學校で行

ったレクチャーで 2010 年から第四期表現主義に入ったということは発表しているんです

けれども。この第四というのはこういうふうに数えると表現主義としては一番目、二番目、

三番目。色を変えてさっきの赤ありますか。フュウザン会が一番ですね、アンフォルメル

が二番目ですね、ヘタうまが三番目であったと。こんなふうに番号をつけている人も実は

いないんですよ。で、次は四番目にあたるということで第四表現主義と呼びたいと。とい

うふうなことを思っているわけです。で、この第四表現主義にあたることが僕の直感とさ

らに現象的に見た結果で、2010 年くらいからの現象がここに入ってくるのではないかと。

もちろん 2010 年以前も第四表現主義という名前を、こういう概念を先に当てはめて考えれ

ば 2010 年以前にもたくさんそういった傾向は出てきていると思うんですけれどね。まあこ

ういったものも全部非常に図式的な話なので、この図式通りじゃないよっていう話はすご

いたくさんあるんですけれども、いったんこういう図式を頭に入れるといろんなことが見

えてくるということで僕はずっとやっております。で、一応これの西洋版の話もしておく

と、日本のフュウザン会、萬鉄五郎の時代は西洋ではフォーヴィスムですね、あとそれか

ら狭義のいわゆる表現主義、ドイツ表現主義ですね、というものがあったと。でそれに直

結するような形で表現をむしろ否定するものとして、オリジナルのダダですね、あとそれ

から、例えばフォーヴィスムに対して、フォーヴィスムというのは色彩の反乱みたいなも

のですけれども、色彩を禁じるような方向にいったものとしてキュビスムというものが考
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えられる。キュビスムとダダは近い位置にあると。その後長いシュルレアリスムと抽象美

術ですね、抽象とシュルレアリスムが対立しながら、ここは結局多様性の時代だったので

はないかと。第二次大戦があったにもかかわらず、第二次大戦はなんのきっかけにもなら

ずに 1950 年代になるまでこれは現れてないんですね。次の海外のものもアンフォルメルで

あり、アメリカ的な言い方をすると抽象表現主義、ポロック、ロスコですね。抽象ではあ

るけれども表現主義である。この抽象表現主義も当時、アメリカとかヨーロッパの抽象表

現主義も当時罵倒されていましてですね。若い作家が全員同じ方向を向いたりするんです

ね。「一体こういったものはなんになるんだ。これは単にフォーヴィスムの再来になるだけ

だろう」と。別にフォーヴィスムの再来っていうのが、それ自体は僕は罵倒語ではないと

思うんですけど、当時明らかにそれを罵倒する言葉として使っているんですね。フォーヴ

ィスム自体罵倒されて出てきた単語ですよね。さらに海外でもネオダダというものがやっ

ぱりあったと。あるいは僕はポップアートもここ、こういったものだと思うんですけれど

も、ポップ・アートやネオダダというのが反芸術のラインに入ってくる。その後長いコン

セプチュアリズムとミニマリズム、あとそれからサイケデリック・アートみたいなものも

シュルレアリスムに非常に近いわけですね。あるいはコンセプチュアル・アートやミニマ

リスムは抽象絵画と非常に近い。それらが乱立して、結局イズムが弱くなると多様性の時

代になる。それは当然のことだと思うんですけれども。それが長い時代が続く。その後ヘ

タうまに相当する海外のムーブメントはもちろんニュー・ペインティングですね。こうい

うと分かりやすいと思うんですけれども。このニュー・ペインティングの時代が 80 年代と

いうわけで、僕はこの時代に絵を描き初めて、このときにこのニュー・ペインティングは

フォーヴィスムやアンフォルメルの再来なんじゃないかと思っていました。ニュー・ペイ

ンティングも海外では非常に罵倒されて出てきているし、日本ではポストもの派とかです

ね。それから日本のフォーマリズムのペインティングもこの 80 年代に起きているんですけ

れども。それらはそんなに罵倒されていないんですけれども、このときに全く無視された

ものという、無視される形の、美術だとも思っていないし、描いている人たちも美術だと

思っていないのがイラストレーションの文脈で起きたヘタうまです。ただそこも温度差が

あって、パルコのグラフィック展の人たちは、美術という言葉は格好悪い、イラストレー

ションというものも違うということで、カタカナのアートという言葉を使い始めたわけで

すね。カタカナのアートは美術とは違うしイラストとも違うというような言い方でアート

という言葉を使い出したという歴史が実はここにあるんですけれども。パルコのグラフィ

ック展のような、ああいうのは美術じゃないよみたいな罵倒のされ方はすごいされていた

し、ヘタうまに至っては全然美術だと思っている人もいなかった。それの証拠に、例えば

国立近代美術館の収蔵作品目録に簡単な美術史が載っているわけなんですけど。そこのと
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ころに「80 年代日本の美術は不毛だった。頑張っている作家は少しはいたけど特に何も見

るべきものはない」と書いてあるんです。千葉成夫もそういったようなことを言っていま

すね。要するにヘタうまが見えていないと全然ここは何も見えないわけですね。あとヘタ

うまがという言葉が一人歩きして、美術やイラスト、あるいはカルチャーやサブカルチャ

ーの用語ではなく、本当の国語になってしまった。なのでヘタうまといってそれが主義だ

ったということを知っている人もいなくなってしまうというようなことにもなっているん

ですけれど。当時はきちんと主義のようなものとして僕はあったと思っていますね。ヘタ

うまのことをちゃんと話しておくと、下手なようで実は上手いというような程度の意味に

考えていただければいいと思います。ええと、素人目にはへたくそで、なんだこんなの自

分でも描けるじゃないかと安心させながら、玄人は全然他の追随を許さない、玄人の目を

うならせる、というような意味で。湯村輝彦の言い方によると「ヘタうま」が一番よくて、

その次が「ヘタヘタ」なんですね。ヘタなようで実はヘタでもいいからとにかく見かけが

ヘタであることの方が重要という、そういう価値判断がある。本当にマニエリスムの逆だ

と思いますね。上手いことはいいことだということと。湯村輝彦の順番に戻ると、一番が

「ヘタうま」、二番目が「ヘタヘタ」、三番目が「うまうま」、上手いようで本当に上手い。

それは結構じゃないかと。一番悪いのが「うまヘタ」で、一見上手いようだけれども、っ

ていうか技巧的には上手い、しかしそれで見るものの心がむしろマイナスの方向を向いて

いるような絵。ええと僕は最近の主流はそういうものがすごく多かったと思うんですけれ

ど。それがうまヘタで、うまヘタイコールそういう意味で言うとマニエリスムだったとい

うように思っています。ヘタうま→ヘタヘタ→うまヘタ→うまうまの順であるというよう

な、一応価値判断の転倒があったんです。で、次のシミュレーショニズム。これは海外で

もシミュレーショニズムですね。その後の多様性の時代は、海外も同じように多様性の時

代であると。次にこの 2010 年からなんではないかと思っているものに相当するものが、僕

は日本で考えたもので、海外の動向はそんな詳しいわけではないですけど、海外では特に

そういった言葉は出てないと思います。ただ僕が海外のものでそんなにちゃんと情報を摂

取しているわけじゃないんですけど、ドナルド・バチェラーばりのヘタうま絵が出てきて

いるという印象は思っているんですけれども。それに対してムーヴメント名はまだ無いと

思っていますね。そうすると逆に第四表現主義が今なら日本発で打ち出していけるチャン

スでもあるわけですね。で、ぼくは第三表現主義に相当するヘタうまなんですけれども、

これは日本でも認められていないばかりか非常に失敗だと思っていて。何が失敗したかと

いうと、僕は作品は面白いと思っているんですけれども、歴史に残っていないというよう

なことが非常に問題だと思って。でもその 80 年代の歴史をちゃんと発掘する本を小田島さ

んが出されまして。そういうこともありまして、この第三表現主義の時代を本当はあのと
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きにきちんとやっておくべきだったんじゃないかと。ヘタうまのときの描き手の人たちは

コンセプトが無いことがいいことだった、っていうようなところがあって。描き手たちに

言葉が無かったんですね。唯一というかなんというか、僕が 1989 年に描いた『近代美術史

テキスト』、今ここでも売っているんですけれども、この『近代美術史テキスト』はヘタう

まをムーヴメントとして取り上げようとしました。ただしそれをイラストという言葉で取

り上げつつなんですけれども、ヘタうまをきちんと歴史化しようという意図で出した本な

んですね。ただそれもアーチストの書いた本にすぎないので。僕の『近代美術史テキスト』

は読んでくれる方はたくさんいるんですけれども、そういった点で取り上げてくれる人は

いないままになっております。ということで、僕自身の個人史と重なるところではこの僕

にとってのシミュレーショニズムがバカ CG に行った時代で。そのときは完全に美術では

なくてイラストレーションであるといって反芸術のつもりだったんですけれど。実際に本

当にイラストレーターになったので、なんかちょっとまた違ってきたみたいなフェーズが

あった、というようなことがあるわけなんですけれども。とにかくヘタうま、それから次

のシミュレーショニズムが出てきたときの僕の記憶では、明らかに循環史観は有効である

と。それは僕の体験からきているものなんですね。そうなるともう次のときはちゃんと名

前を付けて話しはじめてもいいんではないか。僕は 2010 年に起きている現象的なものはド

ローイングが中心に起きてきたと思っていて。ただし僕はペインティング、ドローイング

対ペインティングというくくりの話ですけれども、ペインティングでもやりたい、という

かペインティングの方を僕はやりたいと思っていて。なので僕の今回の「かなきり声の風

景」は、本当に直感から出たものではあるんですけれども、後から自分の直感を分析する

と、ドローイングに対して明らかにペインティングをぶつけて出してやろうということで

成立させた展覧会にもなっているというようなことになります。 

 ええと、もう 45 分もしゃべってしまいました。若干というのが長々ということになって

しまって申し訳ないんですけれども。マイクがこちらに三本、あと会場用にも一本合わせ

て四本ありますので、僕のこの話を受けて次の話をどんどんバトンタッチ、もうしちゃっ

ていいですかね。それともちょっと僕の感触を話すと、すいません長々と(笑)。この第四表

現主義という言葉を、この語る会をやること自体、この展覧会の DM を刷ったときには意

図されてなかったんですね。僕はもうペインターの気分になっていたので。絵が展示され

ればそれがゴールだと思っていて、健康診断だとかを展覧会の後半に入れといて、昨日バ

リウム飲んだりとか、全然今日の準備ができないんじゃないかというような(笑)大変な状態

だったんですけれども、それを急遽ですね、ギャラリーセラーのおかげでこの展覧会は本

当に表現主義の特徴として言葉がくっつくとよくないというか、言葉と相容れないところ

が表現主義の特徴としてあると思うんですね。僕は本当にペインターになってしまったの
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でこれは言葉無しで出すのでいいやと思っていたら、それはちょっといけないんじゃない

かとギャラリーセラーさんが言って下さいまして、それはそうだなということで、急遽で

すね、DM には無いんですけれども、僕の意図というのをまとめたものを最終日前日にぎ

りぎり間に合って出そうということで、第四表現主義という言葉を出させていただきまし

た。で、この話を齋藤さんに最初に話しましてですね、そしたら齋藤さんからはこういう

言葉にくくられることにはかなり抵抗があるみたいで。そういう反応が返ってきまして、

「これは大分慎重にやらないといけないな、この会は」と思いまして。それで非常に多方

面に気を遣いながらこの会を催すと。そんな会に「第四表現主義に（仮）」という、（仮）

が正式名称ですという言い方、これは新しいかもしれない、という流れで。僕は本当はで

すね、第四表現主義決起集会をやろうという(笑)、そういうことだったのですが、これは絶

対無理だ。そうではなくて、「第四表現主義（仮）について語る会」というふうにトーンダ

ウンして(笑)やっているという最中であります。でそれは齋藤さんとちょっとしゃべったと

きの印象でそういうふうに判断して。ちょっと内実を明かさせていただきますけど、今回

の今お集まりいただいている方々に一人ずつ宛にメールで打診したところ、黒瀬さんから

ですね、「特に震災以降のカオス*ラウンジは全然違うので、そういうところにくくられる

のははっきり言って本意ではありません、当日はそういうことは本意ではないということ

をはっきり言うためにこそ参りたいと思いますが、それでよければ是非出席させて下さい」

と非常に緊張感があるですね(笑)、メールが届きまして。というか僕はカオス*ラウンジさ

んはもしかしたら最初から参加してくれないんじゃないかということもかなり念頭に置い

てですね。あ、いいですよ、どうぞ。 

黒瀬：中ザワさんには恩がありますから。 

中ザワ：(笑)。恩の話ですか。 

黒瀬：何年前でしたっけね、僕がインタビューをしたのは。 

中ザワ：2008 年。 

黒瀬：2008 年くらいですね、そのときにちょうど松下さんもいらっしゃって。 

中ザワ：そのときの表紙が二艘木さんです。 

黒瀬：そうです、二艘木さんの表紙で僕の編集している雑誌の。松下さんはちょうどゼミ

にいて、松下さんがゼミの記録というか、まとめているのを僕はネットで見て、それが非

常に面白かったので、それをきっかけにインタビューさせて頂きました。 

○都築が Skype で雑誌の表紙をカメラに向けている。 

中ザワ：都築さんすごい、これですね、京都からありがとうございます。 

黒瀬：あ、すごい、ありがとうございます。すばらしい表紙を二艘木さんに描いていただ

きました。そのときに、僕もこの依頼を頂いてちょっと読み直してみたんですけど、その
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ときにも思ったんですけど改めて、中ザワヒデキという人は非常に危険であると。彼の言

っていることをそのまま受け取ったら死ぬと。 

中ザワ：なるほどね。 

黒瀬：そういうことを改めて確認しました。中ザワさんは本当に、本当に悪い人で(笑)。 

中ザワ：悪い場所じゃなくて悪い人ですか。 

黒瀬：さっきは自分のことをペインターだとか言っているわけですよ。それはすぐにひっ

くり返りますから。その時期が過ぎたらすぐ違うことを言うと思うんですよね。それは何

故かっていうとさっきの循環史観の話はそれを表していて、つまり、これって要はすごい

弁証法的な歴史の見方で、例えば表現主義がテーゼだとしたら反芸術がアンチテーゼです

よね。で、多分マニエリスムは中ザワさんの中では堕落ですよね。つまりこれを繰り返す

っていうことはどういうことかっていうと、弁証法に失敗し続ける美術史っていうことな

んですよね。ということは、「あなたたちは表現主義ですよ」って言われることも「あなた

たちは反芸術だ」っていわれることも「あなたたちはマニエリスムだ」っていわれること

も全然評価していないっていうことなんですよ。 

中ザワ：評価とはちょっと違います。 

黒瀬：評価とは違うと。そして最終的にはそのすべての、マニエリスムは堕落だから置い

ておいて、表現主義と反芸術を交互に実践している中ザワヒデキという美術家が一番偉い

んだという史観になるわけですね。でこういう史観に基づいて「君たちは新しい表現主義

だ」って言われて怒らないはずがない。それは抵抗しておいた方がいいのかなという気が

しますけどね。 

中ザワ：いいと思います。という辺りで、ええと小田島さんに話を振ってみます。 

小田島：どこから話したらいいですかね、僕は個人的な話をすると高校生の頃に、表参道

を自転車で走っていて、雪が前日か前々日に降っていて、地面が凍結したような状況だっ

たんですけど、滑って転んだんですね。転んで 1 メートルくらいスライディングしたんで

すよ。そして「大丈夫ですか？」って言ってくれた人が中ザワさんだったんです(笑)。 

会場：(笑)。 

中ザワ：僕から見ると横断歩道を普通に渡っていたら、ものすごい劇的な形でワーっとす

っ転んで、ワーって思ってなんだこれは、この転び方はって思ったら、その人が起き上が

るやいなや笑顔で僕に「中ザワさんですよね？」って言った(笑)。 

小田島：「そうです。大丈夫ですか？」と言われたんですよ(笑)。僕は十代ですからいちフ

ァンですよね。場所はベルコモンズの前なんですけど。時をほぼ同じくして僕はヘタうま

の流れにいるイラストレーターで、スージー甘金さんという方の下で働いていたんです。

なので、もちろん中ザワさんのことを知っていましたし、展覧会も行っていましたし。僕
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はいま 39 なんですけど、僕の年齢でヘタうまを分かっている人というか、ヘタうまの情報

をわりと大きく言っている人っていないんですよね。僕はちょっと早かったので。だから

ぼくがそのヘタうまエイジとはちょっと違って、ちょっと下なんですけど。そんな身の上

から、2011 年の先月にですね、中ザワさんから第四表現主義っていうのをやるんだけど、

全ポ連を代表して小田島君来てくれないかというメールがきたときは個人的にはとてもう

れしかったです。何かどこかにたどり着いたような気さえしました。スライドしてよかっ

たなと。地面の凍結ありがとうって感じです(笑)。 

中ザワ：Twitter 上で僕は最初第四表現主義という言葉を出さずに写真で出すという感じで

やっていたときに、一番最初に文字で第四表現主義と言ったのは小田島さんなんです。 

小田島：第一号で。 

中ザワ：今ちょうど「Nido-ne＋バッド・インスタレーション」展っていうのをやってます

よね。 

小田島：神楽坂の artdish でやっています。 

中ザワ：artdish というギャラリーでやっているんですけれど、それをご自分で「第四表現

主義と噂の Nido-ne 展」という形で。 

小田島：第四表現主義的と噂の Nido-ne 展。黒瀬さん来て下さい。 

中ザワ：Twitter 上で初めて文字で出た第四表現主義という文字だったので。なので僕から

見ると齋藤さんの反応で、「これは気をつけなければ」。黒瀬さんの反応、「きたぞきたぞ」。

そして小田島さん、「あっ小田島さんは OK なんだ」。っていうね、そういうことなので、

となると今日はとても楽しいトークになるっていうことが言えそうですよね。ということ

でちょっと話をどんどん振っていきたいと思うんですけれども、次しゃべりたい人います

か。 

齋藤：いいですか、最初、僕が多分一番最初に第四表現主義ってどう？みたいなことを中

ザワさんに言われたと思うんですけれど、最初はトークを漠然とやりたいみたいなことは

聞いていたんですけど、俺最初は「第四表現主義のメンバーにならないか」みたいなこと

を言われて、メンバーはちょっと重いなと思って、しかも決起集会をやるって言うし。 

中ザワ：メンバーっていう言い方はしていないけど決起集会はやると言った。 

齋藤：中ザワさんの今までの活動を見たら、そのうち第四表現主義にも飽きるのかなと思

って。 

中ザワ：当然ですね。 

齋藤：だからメンバーはちょっとアレだけど、という、そんな感じですね。トークには出

ようと思いました。 

中ザワ：ということでこの意味では、齋藤さんと黒瀬さんは同じタッグを組むことはでき
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ますか(笑)。 

黒瀬：それぞれ考えていることやっぱり違いますから。 

小田島：やっぱり齋藤さんとか黒瀬さん、藤城さんとかは若いから、スポイルされちゃう

んじゃないかっていう怖さはあるんですか？ 

藤城：スポイルか…。あ、藤城嘘と言います。絵を描いております。カオス*ラウンジの主

催をやっております。 

中ザワ：藤城さんだけ名札が無いんです。 

藤城：申し訳ないです、遅れてきました。ちょっと寝ておりまして、申し訳ないです。そ

うですね、僕はどちらかというと今のところ活動といってもここ 3 年とか、2、3 年が実質

の活動の時期なんですけれども。アーティストというよりは絵を見る目というか、作品を

見る目とかにかなり自信を持って、キュレーションというとすごい大げさになってしまう

んですけど、カオス*ラウンジっていう 40 人とか 50 人とかそれ以上の人たちを、地道に声

をかけてグループ展をやるっていう活動をしてきたので、どちらかというと、僕はまだ若

くて未熟だからかもしれないんですけど、上の世代っていうか、今活動している、美術っ

ていう枠の中で活動している人で世界に通用してばりばりやっていける人っていうのはほ

とんどいないなと思っているタイプなので。最近まではどうにかなるかなと思ってやって

きてはいますが、まあ、もう大学も卒業の年になって、まだ二年はいるんですけど、かな

り、そうですね、今改めてこう、冷静に回りを見渡してみようかなという気持ちではいま

す。 

黒瀬：嘘君はプライドが高いんですよ。 

藤城：そうですね(笑)。 

黒瀬：プライドが高いからそのうち怒り出すと思います。 

藤城：今回お話を受けて思ったのはやっぱり、主義ってイズムじゃないですか。で、まあ、

抽象表現主義とかアンフォルメルに関してはかなり作家の方が自覚的だったのに対して、

第四表現主義っていうのはそれぞれかなり純粋だったりとか、まだ、なんですかね、まだ、

ピュアな状態で、お絵かきを、お絵かき大会とこの第四表現主義の中では定義、定義では

ないですけど言及されているわけですけれども。 

中ザワ：例えばという形でね。 

藤城：それが果たして美術とかアートシーンにとって重大な変化になるっていうのが全体

に言えるのかっていうのがやっぱり疑問で、第四表現主義っていうくくりを大きくしてし

まうほど全体が重大な変化になっているのか。それがもしかしたら一部のグループだけか

もしれないし、もしかしたらそれは手法じゃなくて、単純にテクノロジーの発達とか、イ

メージの捉え方の変化が起こっているからかもしれないなというのも感じます。 
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黒瀬：僕はさっきの話で、一番ちょっと無理があるなと思ったのが抽象表現主義のところ

なんですよね。抽象表現主義のところを表現主義の時代として入れてしまうと、さすがに

成立していないんじゃないかなという気がしたんですよ。抽象表現主義の中にも反芸術的

なものが入っているわけですね。 

中ザワ：そうですね。 

黒瀬：つまり抽象表現主義、絵画主義ですよ。絵画の中に反絵画の契機がはいっちゃって

いるんですよね。つまり絵画の死、絵画の限界ですよね。っていうのを目標として設定し

てやっていたので、オーバーラップしてるんですよね、表現主義と反芸術が。だから僕の

中では古典的な優れたアーティストのイメージと言えば少なくとも芸術と反芸術を内に持

っている作家。つまり自分にとっての表現の死とかっていうことを、とりあえず問題設定

としてできているのがいい作家だと思っているので。僕が中ザワさんに 2008 年に会ったと

きに、ちょうどその表紙を二艘木さんにするって言ったときに、中ザワさんはご存じで、「応

援してます僕は」という感じで二艘木さんのことを評価していて、そのときはすごく共感

できたというか。つまり僕も二艘木さんの中に絵画の死みたいなものが入っていると思っ

ていたわけですよ。この人の絵は絵的に豊かではないのかもしれない。すごい貧しい絵か

もしれないということを思っていて、そういう意味では中ザワさんが二艘木さんに共感し

ているというかすごく評価しているのがよく分かったんですよ。だけど今回みたいにちょ

っと超越的な視座を獲得しようとしている中ザワさんには、少し疑問を覚えるというか。

そういうふうに表現主義としてひとつにまとめようとしているのにはちょっと声を上げて

おいた方がいいのかという気がするという感じです。 

二艘木：そうですね、何かしゃべった方がいいかなと思って。特に無いんですけど(笑)。そ

うだな、僕は中ザワさんは最強だと思っているので。 

会場：(笑)。 

二艘木：中ザワさん及び小田島さんフォロワーなので、もちろん都築さんもそうです。最

強になってくれれば、そうなると嬉しいので。でも自分はそれに追随するというのは無く

て、勝手にやるというのが。「勝手にやる」って、齋藤くんもよく言っていますが、勝手に

やってればいいかなといつも思っていて。中ザワさんが最強になればいいかなというのは、

いつも思っています。 

中ザワ：都築さんどうですか？ 

都築：ん〜すいませんねなんか、申し訳ない。本当はそちらに行きたかったけど申し訳な

いです。ええと、なんの話でしたっけ？あ〜はいはい。表現主義というくくりにくくられ

るのは嫌でしょうね。それは分かります。僕なんかは第三表現主義、中ザワさんの言葉だ

と第三表現主義、ヘタうまが 80 年代に日本を席巻して、そのときにグラフィック展があっ
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て、芸大の人たちが出てきて、日比野克彦がそこにいて。そこでくくりが起こったんです

よ。それは多分榎本了壱さんがくくろうとしたところがちょっとあって、それはくくりと

いうよりは、「アートウィルス」という名目で、一人一人分析していく、本まで作って。中

ザワさんは 80 年代の榎本さんのようなポジションにもしかするといるのかなって、ちょっ

と思ったりしますけど。 

中ザワ：なんか嫌ですね。人からくくられた途端なんか嫌(笑)。人をくくるのはいいけど人

からくくられるのは嫌なもんですね(笑)。 

都築：ニュー・ペインティングの頃って新しい絵画が始まった。僕はデザイン科だったん

だけど、芸術に興味があって美術に興味があって、学校なんかではですね、美術の集まり

がある。そういうところに行くとリーダーがいて、「我々は一体社会に何ができるのか」と

かそういうのがあって。自分は絵についてただ考えていたいだけだったので、そういうと

ころにいてはアートとか芸術っていうのはすごく難しいし自分には向いていないなと思っ

てですね、何度か行ったけど止めたりしているうちに、出てきたんですよ、日本グラフィ

ック展が。そうすると美術系デザイン科だけではなくて、絵画系の人たちもそこに飛びつ

いたと。そこがちょっと面白いんですよね。で、なんで絵画系の人たちが飛びついたのか。

びこうげいえ（美術・工芸・絵画？）系の人たちが飛びついたかというと、やっぱりその

ときの日本の美術にすっかり飽きていた。もの派的なものに縛られていて、もの派の亡霊

のようなものとよく言う人がいたりして。そういう人たちが全部日本グラフィック展に吸

い込まれていたわけですね。それが第三表現主義と中ザワさんが言っていることですね。

それが後に、実はシミュレーショニズムの一翼ではないかといような話も出てきて。そう

すると、じゃあ一体どこで線を引くのかとか。熱気と作為のようなものとの線をどう引く

のかっていうのがすごく難しくなるんじゃないかな。というふうにはちょっと思いました

けど。どうですかね、その辺は。 

中ザワ：じゃあ表現主義と反芸術を分けられないんじゃないかというようなことだと思い

ますけれども、それはその通りであるという面がある一方で、便宜的にあったほうが分か

りやすいものでもあって。例えば、ジョルジュ・ブラックの作風は非常にフォーヴィスム

として出発しながら、2、3 年でキュビスムに移行しましたよね。それらは別なものなのか、

あるいは同じものなのか、というような密接な関連があると僕は思います。先ほど都築さ

んが言われたり、黒瀬さんとしゃべったときも出てきた言葉なんですけれども、シミュレ

ーショニズムはニュー・ペインティングに先行するという言い方は椹木野衣さんがかつて

していまして。僕はその意見には全然反対ではないし、そもそもヘタうまは、湯村輝彦が

もうアメリカ人すら描かなくなった50年代のダサいアメリカというのをわざと描くってい

うことで成立している。そういったあえてダサいものをわざと出してくる手法というのは、
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いかにもシミュレーショニズムな手法というわけで。要するにヘタうまもシミュレーショ

ニズムだったみたいな言い方はできると思うんですね。ただ僕はそこのところの区別を言

うよりは、単に今がこっちだ、今はこっちだと現象的なものとして、先にフォーヴィスム

的なものの後にキュビスム的なものが脚光を浴びるだとか、あるいはヘタうまも 50 年代の

シミュレーショニズムだというよりも、ヘタうまという運動があった後で、その後ネオジ

オのような運動が出てくると。そこに数年しか差異は無いけれども、その両方とも面白い

時代があって、表現主義と反芸術が合わせて出てくるような時代はやっぱりイズムの時代

なのであとから見て面白いし、罵倒されながら出てくるものがあるっていうのもとても面

白いし。今もどうやら Twitter で「あんまり面白くないな」みたいなことを言っている人た

ちがたくさんいるみたいで、非常にいいんじゃないかと思いますけどね。 

黒瀬：僕が興味があるというか知りたいし話さなければいけないと思うことは、中ザワさ

んの循環史観は単純な反動の連続なわけですよね。反動の連続ということを考えると、そ

れはそうなんだと思うんですよ。普遍的過ぎて何にでも当てはまってしまう。だからそれ

が問題なのは、なんで表現主義の時代に、例えば萬鉄五郎とかが、何故表現主義的な、一

般的には内向的で情動的な感情を吐露したかのように見える絵画を描くに至ったのか、そ

れを成立させる環境とか下部構造みたいなものがその時代時代で違うはずなんですね。萬

鉄五郎の時代には確か当然ヨーロッパのフォーヴィスムを見て真似しているわけで、それ

をどうやって見てるかっていうと、印刷で見ているわけですよ。印刷で見ているけど白黒

なんですね。だから色彩の激しい反乱とか見ていないわけなんですよ。それをどうやって

判断したかとかね。 

中ザワ：カラーはちょっとあったんじゃないかな。 

黒瀬：ちょっとはあった。でも今から見たら非常に粗悪なものだった。 

中ザワ：粗悪なんですよ、確かに。 

黒瀬：それをどうやって自分のものにしたかとか、あるいはヘタうまの時代であればさっ

きもおっしゃっていた日グラですよね。日グラ的なものがインフラになって、その表現主

義的なものがバーっと吹き出してきたと。そういう関係性があって、今であればカオス*ラ

ウンジが言っているのは Pixiv とか Twitter とかニコ動だろうと。そういう、何がその時代

のアーティストを表現主義的なものに走らせたかっていう環境が違っているのであって、

環境の違いを分析するっていうことの方が生産的な仕事なのかなという感じはするんです

けどね。単に循環しているというだけではなくてね。 

藤城：僕もできれば分類の話とか美術史の流れの話というよりは未来の話がしてみたくて。

やっぱり僕も今勉強中なので浅学かもしれないんですけど、ちょうど今、第一次世界大戦

後に抽象表現がどんどん出てきたような本をいくつか呼んでいる最中で、やっぱりそれぞ
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れに過去の表現主義っていうのはシリアスな大きな問題があってからそれが自覚的にか無

自覚的にか分からないんですけど、生まれてきたものだと思うので。例えば第四表現主義

っていうのは何をきっかけに生まれて、これから何を獲得していく可能性があるかってい

うことについてまずは中ザワさんからお話を聞きたいと思うんです。 

黒瀬：そうですよ。中ザワさんのテキストって循環してるっていうことしか書かれていな

いから。何がきっかけで第四表現主義が爆発したのかっていうことについてのマニフェス

トが必要なのかなという気はしますけど。 

中ザワ：それを是非みなさんで書いていきましょうよ(笑)。 

会場：(笑)。 

黒瀬：いやですよ。全部中ザワさんの功績になるじゃないですか(笑)。なに集合知をがめよ

うとしているんですか。 

石井：中ザワさんは前に第四表現主義はデジタルで起きるって言っていませんでしたか？ 

中ザワ：そうなんですよ。デジタル世界で第四表現主義は起きると前に言っていて。そう

すると 2010 年の時点でのカオス*ラウンジの主張にかなり重なっているんです。その通り

です。それをいうと、黒瀬さんも僕もやっぱり二艘木さんの存在を重要だと思うところが

あるわけなんです。 

黒瀬：僕は震災後、というとちょっと共有しにくいかもしれないですが、今は反芸術がも

っと必要だと思います。 

中ザワ：なるほどね、僕は反芸術のつもりで実は新・方法を始めちゃったところがあって。

そのときに、第四反芸術までもすでに始めてしまったというようなことも思いながら。だ

から自分の中でも反芸術と表現主義が同居しているようなところがあって。それからデジ

タルの話でいうと、僕はやっぱり先を見たいというのがあって。なんの先を見たいかとい

うと、これまた 80 年代の経験話なんですけど、80 年代のポップミュージックの分野で、

80 年代初頭というか 70 年代後半に、テクノポップ、そこからエレポップが出てきて、最

初は古い世代の人たちとかはわざとシンセサイザーを使わないとか言っていたのが、クイ

ーンとかね、それが全員シンセサイザーを使うのが当たり前になった後で、その後にネオ・

アコースティックというのが出てきた。クイーンがシンセサイザーを使わないよと言って

いるのとは全然違った意味でネオ・アコースティックが出てきて新鮮に聞こえたんですね。

アズテック・カメラとかですね。そのときのネオ・アコースティックは、自分はテクノ音

楽の変形だと思ったんですね、テクノを通過した耳だからネオのアコースティックに見え

ると。なので僕はデジタルの世界を通過してネオ・アコースティックのつもりで油絵をや

っているというようなこともあって、そこにつなげてるところがあります。 

黒瀬：その「あえて」っていうのがもう通じないんですよね。 
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中ザワ：なるほど(笑)。 

黒瀬：僕が中ザワさんにインタビューしてて一番イライラしたのがそこで。中ザワさんの

あえてやっているっていうのが、多分誰も理解していないんじゃないかと思ったんですよ。

そのときの冒頭でいいことを言っているなと思いましたけど。中ザワさんの文献って、中

ザワさんが全部書いているんですよ。そこが一番の欠点なんですよ。だれも中ザワヒデキ

に関してちゃんとしたテキストを書いていないと。それは多分中ザワさんのアイロニーが

誰にも分かられてないのではと。 

中ザワ：そこで石井さんに振ろう。 

黒瀬：石井さんのものが出る前の話ですよ。 

中ザワ：文献としては無かったけど。「中ザワヒデキの美術」という本の著者の石井香絵さ

んです。 

石井：石井です。このホワイトボードの話ですけど、私が中ザワさんに影響を受けたのは、

こういう決めつけるということで。元々私が多分、多様性の時代の教育を受けてきたのだ

と思うんですけど、あまり決めつけをよくないという教育を受けてきたんです。例えばシ

ミュレーショニズムとか、そういうことではめずにちゃんと具体的に見ていきいなさいと

か。なのであまり現代美術とか分からなかったんですけど、中ザワさんのこの美術史を見

て、面白いというか、そういう反論はあるにしてもとりあえず自分はこういう法則がある

ということを言っている人ってすごくいさぎがいいなと思って。で、この人は表現もして

いるというのを知り、中ザワさんに興味を持って論文を書いたんです。改めて思ったんで

すけど、なんでこの表現主義、ダダ、その他と分けるのかというと、多分中ザワさんの根

本がヘタうまにあるからこだわっているんじゃないかなと思います。どこかのインタビュ

ーで、中ザワさんは「一回も上手く描こうと思ったことがない」って言っていたことがあ

って、だから根っからのヘタうま、「うま」は分かりませんけど、というのがこの循環史観

に結びついているんじゃないかなと思います。 

中ザワ：確かに上手く描こうと思うことはあり得ないですね、僕は。そっちの方向に話し

が流れましたが、それだけですでに僕はやっぱり言うべきだと思うんですね。つい最近ま

で、上手いことがいいことだっていうことを出している全盛の時代だったと思います。あ

とヘタうまの時代の直前のスーパー・リアリズムっていうのはすごく上手く見えるもので

あって、その全盛の時代だったと思うんです。 

黒瀬：それは多分、つい最近までのマニエリスム全盛っていうのは単純に言葉がなかった

だけだと思います。言葉というか批評言語が無かっただけで、スーパー・リアリズムまで

はまだぎりぎりあったんじゃないですかね。例えばボードリアールとかが言っている終末

感とか。もはやあれは 20 世紀末のものだと思いますけど、美術に対して広告、広告が美術
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を殺すとか、消費社会がどうとか、シミュラークルっていう話はスーパー・リアリズムと

多少結びついていて。 

中ザワ：それはハイパー・リアリズムの話で、スーパー・リアリズムとハイパー・リアリ

ズムは違っていて、スーパー・リアリズムはエアブラシを使ったりした作家たちだとか、

単にもう少しイラストの文脈で起きていた。 

黒瀬：一瞬にして固有名が浮かびますね。あ、その作家のことですね。 

中ザワ：空山基さんだとか、そういうイラストが世の中全体を覆ってた時代に急にヘタな

ものが出てきた。そのときは僕は非常に楽しかったですけどね。 

小田島：音楽の話ですと、グラムからパンクもそうですよね。グラムロックってすごくお

金の掛かるレコーディングになっちゃって、プロデューサーも居て荒削りなものを否定す

るようになっちゃいましたね。ちょっと関係ない話でしたけど。 

中ザワ：関係すごくある話だと思います。同時期だし。っていうか全く同じで、ここから

別の話になってしまう自分を止めてくれ(笑)みたいな感じですが、要するに僕はこの循環史

観が美術だけじゃなくて、音楽とか文学にも当てはまっているくらいにも思っています。 

黒瀬：それは当てはまるんですよ。 

中ザワ：だけどなんでみんなもそう見ないのかなとも思っていたので、方法主義を他のジ

ャンルの人たちとやろうと。 

黒瀬：業界の人はみんな言っているんじゃないですか。同じ言葉じゃないけど、繰り返す

よねっていうことは言っているんじゃないですか。で、大体その反動の仕方も一緒ってい

うか、さっきそれこそお金の話が出ましたけど、貧しいものでやるしかないっていうのも

最近のやつだって一緒だし。アニメの世界だってゲームの世界だってハードのスペックが

上がって予算が跳ね上がり過ぎて、じゃあもうちょっとチープなのでやってみようとかっ

ていういくらでもあるし。それはマニエリスムが行き詰まったアイロニーでブレイクスル

ーをやるっていう方法があまりバリエーションがないので、それは繰り返すような気はし

ますけどね。 

中ザワ：そうですね、経済の動向も、価格とかフラクタル的に、上下上下しながら、その

上下上下の全体が上がったり下がったりとか、その全体が上がったり下がったり、という

ようなことなんですけど。なのでどこで区切るのかっていうようなことなんだけど、僕は

美術史的に少なくともこの流れ（?）とこの流れ（?）はあると思います。わざわざネオダダ

の人たちが「ダダ」という言葉をまた使うとか、抽象表現主義は危ないという話が出まし

たけど、抽象表現主義もあえて「表現主義」という言葉の上でも使っているわけなんです

よね。ニュー・ペインティングも、最近またニュー・ペインティングという言われ方が多

くなったらしいんですけれども、一時期は全部「新・表現主義」に統一しようみたいな形
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で、第三表現主義は新・表現主義と言われて、やっぱり表現主義という名前を使おうみた

いなようなことがあるので… 

二艘木：こういうのは当事者たちはそういうふうにやっている最中も思っているんですか。 

中ザワ：思ってはいないです。 

二艘木：後からくくられる。 

中ザワ：そうですね、後からくくられる。当事者はくくられたくないと思います、多分。 

二艘木：さっきのヘタうまの話のときに、パルコとかセゾンとか資本と結びついているイ

メージがあるんですけど、そうすると今のあまりお金の無い感じの、ネットがあれば誰で

も一人でも発表できるからお金をかけずに自由に出来ていいとは思うんですけど、資本と

は結び付けない、なのでヘタうまのときとは同じくくりでも大分違うなとは思うんですけ

ど。結構生きづらいというか、お金は欲しいですね。 

中ザワ：ヘタうまはお金につながらない人たちが主流だったと思います。成功した人たち

はたくさんいるけど、でもそれは氷山の一角です。僕はこういうときに引き合いに出した

いのは、成功したものよりも成功したものに追随する人たちが凄く出ることなんですね。

例えばニュー・ペインティングのときのジュリアン・シュナーベルの言葉。黒瀬さんのイ

ンタビューでも出た言葉です。「重要なのは、どれだけ優れた作家がいるかということより、

どんな駄作家であろうと、こんなにもの数多くの若い作家無名のアーティストを輩出した

ことだ。」その人たちは全然お金になってないんですよね。だけどそっちに駆り出たせるも

のがあったと。っていう若者たちの動き、それを僕は、全体というか大衆における力学的

なものだと思うんですけど、そういう力が時代にあるみたいなものをとっていきたい。多

様性の時代のときは個々の力はいろんな方向を向くので全体から見るとホワイトノイズで、

あまり力がない。だけど個々の力が一斉にどっちかの方向を向くと、その時代が特徴的に

見えてくる。 

黒瀬：これは中ザワさん自身に目的が設定されていないことによって議論に終わりが見え

ないというのが一番の欠点で。つまりそういうふうに、例えば若者を表現欲求にかき立て

て動員して、最終的にどんな文化的な成果が達成されるのかっていうところが中ザワさん

の中であえて設定していないというか、決めていないんだと思うんですよね。だからそこ

が一番僕が「あれっ」って思うところで。でも、今表現主義をベースにして反芸術、マニ

エリスムときているので、表現主義の持っている内向的なイメージとか情動、わりと若者

のアイデンティティの問題と癒着しやすいようなところをスタート地点にするっていうの

はひとつのストーリーであって、これは反芸術から始まっててもいいわけですよ。という

か反芸術の後に表現主義がきてというような。だからそのスタートをどこにするかでどう

いう人たちを動員したいかが変わってくるというような気がしていて。僕は今中ザワさん
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の作っているストーリーは、ナイーブな若者をやる気にさせるみたいな、そういうストー

リーだと思ってるんですね。でもそれってやって何になるのかっていうか、結局お金にな

らないユースカルチャーを仕掛けて、結果的に文化の歴史に何を残すのかっていうビジョ

ンが提出されてないと、ただ単にブームがきたら終わるという感じの悪い循環になるよう

な気がするんですよね。結局そのシュナーベルが起こしたことを引いては、そのニュー・

ペインティングムーヴメントっていうのはなんだったのかっていう総括をしないまま循環

すると。これは僕はあまりよくないと思うんですよね。 

中ザワ：僕が引き継ぐと、僕は単に楽しいかどうかで考えると、この主義があった時代は

凄く楽しくて、多様性の時代っていうのはそんなに楽しくない状態が続くと。その中で個

人的に楽しむことはできる。だけど個人的過ぎて。時代全体が楽しかったなという印象は

小田島も持っているんじゃないですか。 

小田島：あの、カオス*ラウンジの人たちに聞きたいんですけど、いわゆるマニエリスムの

この 10 年、それどころじゃない？ 

中ザワ：95 年頃からだから 20 年くらい。 

黒瀬：15 年です。 

小田島：15 年か、イライラしていたというか悶々していたんですか？ 

黒瀬：中学生とか小学校 6 年生ですからね、イライラどころじゃない、何がなんだか分か

らないです。 

小田島：でも情報を仕入れだしたのは高校生とかでしょ？ 

黒瀬：もちろん例外的な作家っていうのもいるわけで、その特異点となるような作家に影

響を受けたとかっていうのが普通のストーリーじゃないでしょうか。 

小田島：カオス*ラウンジでちょっと革命性が強いというか、というか上手く言えないけど

そうあってほしいという願いもあるんですけど、そういう人たちから見ると、退屈すぎる

ぜっていうのは思っていたんですか？ 

黒瀬：僕は思っていました。特に 2000 年に入ってからですね、2000 年はいいとして 2001

年以降ですね。 

石井：2000 年はいいんですか？ 

黒瀬：2000 年はいいんじゃないですか、2000 年はいろいろあったからそれはいいとして。

2001 年以降くらいからは雑誌も面白くないし、要するに美術って名指されているところが

どんどん面白くなくなってくるっていう感じでしたね。 

小田島：波が立っていないというふうに。 

黒瀬：そうですね、事件が全然ないし。 

小田島：景色が変わらないと。なるほど、それが聞けてよかった。藤城さんなんかもそう
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いう。黒瀬さんと藤城さんは同い年？ 

藤城：いえ、8 歳違います。7 くらい？90 年生まれです。 

黒瀬：僕は 83 年生まれです。 

中ザワ：今、世代の話になったんですれども、都築さん小田島さんから僕が受けている印

象は、ヘタうまを見てた人にとっては、要するにおじさんたちは、「第四表現主義やってい

こう」みたいな感じがあるんですね。小田島さんは、カオス*ラウンジとか齋藤さんと僕た

ちのちょうど中間の世代ですけど。黒瀬さん、齋藤さんのたちの世代が「そうではないな」

っていう印象。そういうふうにくくられるのは嫌だなというようなこと。 

黒瀬：「くくられるのがいや」なのではなくて、「中ザワさんはこういう図式を大勢の前で

言うことで何が言いたいのか」っていうことですよね。 

中ザワ：うん。さっきも言ったのでその中のひとつを言うと、ヘタうまの評価をちゃんと

やりたい。で、ヘタうまのときに自分が描いていた絵というものをちゃんと出したい、み

たいな気持ちとつながっているので、個人史と絡んじゃうんですけど。ヘタうまというの

が美術界の中に全然入っていない。グラフィック展の扱いがちゃんとしていない。そこを

きちんと出したい。今のことを「第四」と名付けることで、じゃあ「第三」はなんだった

んだと。「第三」というのがあったのかどうか、みたいなことになるので。「第三」をちゃ

んと出すという意図が一個の目的としてある。 

小田島：他も聞きたいです。本丸はヘタうま？ 

中ザワ：いや、違いますね。それは二の丸くらいで。本丸は、さっき石井さんが言ってく

れたように、ヘタなものこそ美術の核なんじゃないか、というようなところを一貫して僕

は思っているので、そこのところをきちんとやりたいというのはあると思います。でもそ

れは普遍的に常に思っているもので、普遍的に思っていることを、普遍ではなく「今だっ」

というような判断は直感でしか言えない。 

黒瀬：それだったら多分、「ヘタうま」という言葉を変えた方がいいと思うんですね。「ヘ

タうま」っていう言葉は、やっぱり問題として技巧主義に対するアンチテーゼというか、

価値転倒を企てるというものとしてのニュアンスが強すぎるので。今それをやってもあん

まりびっくりしないというか。ある種マニエリスムの時代に堕落してしまうのと合わせて、

技術至上主義みたいなものも相対化されてしまうわけですよね。ひとつの島宇宙になって。

そういうこと言っているやつもいるけど、ヘタでも味のあるよねっていう人もいるし。そ

ういう状況の中で、技巧を思わせる言葉、「上手い」「下手」っていうだけで作った概念っ

ていうのは、価値転倒の言葉として世の中を巻き込めない気がするんですよね。中ザワさ

んの中で僕が面白いと思ったのは、伊藤ガビンさん（藤幡正樹さん）の「ヒューララ感覚」

との比較で。伊藤ガビンさんは「脳レベルでのヘタ」であるのに対して、中ザワさんは「手
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レベルでのヘタだ」みたいなこと言っていて。だからそういう読解のほうが、なんかもう

ちょっと面白くなりそうというか。単純に「上手い」「下手」のレベルでの価値転倒という、

技巧に限定しないほうがいいと思いますね、「ヘタうま」っていう言葉を。 

中ザワ：都築さんどうですか。 

都築：いやー勉強になりますね、聞いていて。ん？どうって、中ザワさんの目的について？ 

小田島：都築さん呑んでる？ 

都築：いや呑んでないですよ(笑)。炭酸水飲んでますけどー。えっと美術史ってそんなに詳

しくないんですが、ただシンプルにずっとアートの歴史があるとしたら、時折ポップアー

トが出てくるような、そういう単純なものなのかもしれないなっていうのはよく感じます

ね。だからポップアートというのは反芸術のことなんですけど。アートがずっと流れてい

て、で色々行き詰まったりつまんなくなったりすると、ポップアートが必ず出てくる。そ

こで対立が生まれて、それでまた何か新しい扉が開いてまた続くっていう感じ。そういう

感じはありますよね。それは中ザワさんの言っていることとすごく近いんじゃないかな。 

黒瀬：なんかその。中ザワさんってもうひとつ説明するときに、ベネツィア派とフィレン

ツェ派の話を出すじゃないですか。ベネツィア派とフィレンツェ派の対立と、ビットマッ

プとベクター方式のやつやっていて。それとあたかも同じバリエーションのようにヘタう

まの話をするわけですけど、でもこれって全然違くて。つまりベネツィア派とフィレンツ

ェ派は、上手いとか下手とかの次元で対立していたわけではないからですね。あれは一応

哲学・思想っていうか、神学的なものがあって。要するにあれは油絵で描いているわけで

すけど、油絵っていうもの自体神学的なメディアですよね。そのものに思想が宿っていて、

そこの中の解釈で対立しているみたいなところがあるわけですよ。だけどそういう美術上

の対立が、単にいまやもう「上手い」「下手」でしか見れないっていうところに、なんとい

うか、皮肉があるわけです、ヘタうま時代の。 

中ザワ：アイロニーがある。じゃあヘタうまの話なんですけど。「ヘタうま」の用語の話に

そんなに肯定したくないんですね。例えば「フォーヴィスム」っていう言葉がよくなかっ

たんじゃないとか言っていることと同レベルというか。「フォーヴィスム」と呼ばれた歴史

がすでにあるんで、単にそれを「フォーヴィスム」と言っていただけで。じゃあ別の名前

で呼ばれていたら別の名前だったかもしれない。それでもよくて「フォーヴィスム」とい

うものが指したものにしか興味がないんですね。 

黒瀬：あ、もちろんそうですよ。今語っているのは歴史としてのヘタうまではなくて、今

もなお中ザワさんが語ろうとするときに、という話です。 

中ザワ：あっそういうことか。分かった。 

黒瀬：ヘタうまとはこうだったんだと。こういう理念の言い換えだったんだ、みたいなこ
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とをちゃんと言わないと、同じく技巧的なことだけでみんな解釈してしまうので。「フォー

ヴィスム」だって「印象派」だって全部そうですよ。言葉通りの意味をとれば、印象を描

いただけじゃんっていう、なんの含みのないですけど、そこに含みを見ちゃうわけですよ

ね、歴史的に捉えた場合に。そのヘタうまが持っていた含みというか。みたいなものを今

語る場合は結構繊細に捉えないと。 

中ザワ：でも結局それは、言葉の問題になるんだとしたら、例えば「第四表現主義」は便

利な言葉で、「第四表現主義」っていう言葉が出たからには、「ヘタうま」っていう言葉は

やめて「第三表現主義」って言えばよかったっていう程度なんじゃないですか。 

黒瀬：うーん。 

中ザワ：表現主義のことなんですね。表現主義の解説に「ヘタ」っていう言葉が出てきて

も、間違いじゃないと思っているけど、その解説がまずいんだったら、「ヘタ」という要素

を取り払っても表現主義の核は残っているから。 

黒瀬：表現主義の問題になったときに、ナンバリングしていくとまずいわけですよ。循環

史観しか説明していないから。せめて「ポスト」とかになったら二個で終わるじゃないで

すか(笑)。「ポスト」が出たら、さすがにもう同じ言葉は使えないだろうとなんか考えるわ

けですよ。ナンバリングだと永遠に続いてしまうから。 

中ザワ：そうですね。うん。いや、永遠に続くですよ。 

黒瀬：(笑)。 

中ザワ：ぐるぐると渦巻きが同じ円を描いているのか、円を描きながら段々とちょっと違

うフェイズになって。それをミッシングリンクっていう言葉で小田島さん言っていますよ

ね。 

小田島：あー。僕はスージー甘金さんの弟子で。弟子というか働いていた経験もあるので。

ヘタうまっていうのが今もちろん若い人に言っても響かないのもよく分かるし。一般語に

なっちゃたっていう部分もあるし。ちょっとヘタでいい味のものを、カラオケでも「ヘタ

うまっぽく歌った」っていう言い方になっちゃったていう。だからいわゆる、テリーさん

がやったようなヘタうまのソウルというのは何処へっていうのはずっと思っていて、この

20 年、もっとですか。今僕がやっていることの一部ですけど、ヘタうまと今日のミッシン

グリンクをつなぎたいというのはやっているんですけどね、一応。 

黒瀬：だからそれって色んなところにもちろん残っていて、オタクとかもそうですよね。

オタクっていうのがライトオタク現象とかって言われて。だいたいみんなオタクって言わ

れても否定しなくなった。むしろオタクっていうステータスっていうか、レッテル張りを

自分のアイデンティティの一個として使うようになったとなると、オタクっていうものが

それだけで反社会的なものであるとか、犯罪者予備軍とかっていう言葉とはちょっとずつ



 

 27 

距離を取り始めた。そうすると昔オタクっていうものが持っていた存在感は、今は無くな

ったり変わったりしている。それとヘタうまは結構同じようなもんだと思うんですよね。

だからじゃあなんで、馴致されていってしまったのか、慣らされていってしまったのか、

オタクとかヘタうまっていう存在が。そのことも含めて総括しないとっていうことですね。 

小田島：「第四」に行くにしても、行かないにしてもいけないだろうと、総括しないと。 

中ザワ：じゃあ、総括しましょうよ。 

黒瀬：今ですか？ここで？(笑)。何の準備もなく。 

中ザワ：(笑)。総括しないと次に進めないというのは、まぁそうなのか。 

黒瀬：いや、それは完全に資料揃えて年表作ってみたいな話ではなくて、新しい言葉とか

標語とかに宿るべきかなと思うんですよね。「第四」とかではなくて、違う言葉に宿して欲

しいなぁと。 

中ザワ：今ここで、真の「第四表現主義（仮）」になってきましたね(笑)。これは違う言葉

にするべきだと、そういうことですね。 

黒瀬：僕はそう思うけど、中ザワヒデキっていう作家の一貫性からは外れるかもしれない

ので、僕は単純に言うだけにしときます。つまり中ザワさん的にはぐるぐる繰り返した方

が今まで言ったことで一貫性がとれるから、それは変えないかもしれないなと思って。 

中ザワ：あ、「第四」のままで。中ザワ的には「第四」のままでいいだろうけど、他の人に

とってはちょっと違うじゃないかと。 

黒瀬：うん。だから僕は中ザワさんの循環史観っていうネタにマジレスしているわけです

よ、さっきから。 

中ザワ：え？ 

黒瀬：(笑)。すいません、ジャーゴンを。 

松下：今、表現の話、言葉の話になったけれども、カオス*ラウンジにとっては「カオス」

っていうキーワードが多分あったと思うし、カオス*ラウンジが出る前の、ポストポッパー

ズがあってカオス*ラウンジがなかった時代に、インターネットで「カオス」っていう言葉

はすごく出ていた。それは新しい美学としてあって。でその流れの中でそこから自然に「カ

オス*ラウンジ」っていう言葉が出てきたし、「ラウンジ」っていう言葉は 2 ちゃんねるの

ラウンジがあって。そこはディスカッションしないんですよ。ラウンジなんですよ。その、

本当に時代の空気を持っているようなふたつの言葉がぽんっと出てきたのが「カオス*ラウ

ンジ」。それを黒瀬さん視点から言えば、第四表現主義の代わりにカオス*ラウンジってい

うイデオロギーではないけれども、一種の共通の風景というか空気があると思う。で、そ

こには俺は齋藤さんのやっている間欠泉は全く関わっていないと思うし、小田島さんのや

っている全ポ連のイデオロギー的な性格は違うと思っています。なので、まぁ中ザワヒデ
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キ糾弾会になりつつあるんですけど(笑)。それで一番最初の黒瀬さんのパスを取っておくと、

これを提示することで中ザワさんがメタ的な立場に立つという分析を一番最初にしたのは

自分なんですね。黒瀬さんが読んで中ザワさんのインタビューをやることになった「中ザ

ワヒデキ文献研究逐次報告」は、実は強烈なセンサーシップの下で書かれていて。あれで

一度だけ、こういう循環的な歴史の流れの中において唯一上に立つのは中ザワヒデキとい

う作家性なんだって書いたら、中ザワさんがかつてなく怒ったことがあるんですね。憶え

ているかどうか。多分忘れていると思うんですけど、凄まじく長いメールがきて、「あっじ

ゃあこれはもう完全に中ザワヒデキの思考をトレースする文献にしよう」と。だから最初

の五回くらいは資料が残っていないんですよ。話を戻すと、中ザワさん個人を糾弾する必

要もないし、第四表現主義というテーゼを否定するつもりもないんですけれど。今回三つ

の運動をピックアップして持ち上げてきた中で、それぞれが抱えている確信。カオス*ラウ

ンジにとっての「カオス」とか「ラウンジ」っていう一種のゆるさと、間欠泉の作家たち

が持っている、はっきり言えばすごく強固な作家性を持っている作家が多いんですね、間

欠泉に関して言えば。そこはやっぱり難しいと思うし。齋藤さんにもちょっと話して欲し

いなと思っているんですけど。間欠泉の作家の選び方は、やっぱり、そのすごく独特の基

準があるなと思っているんですね。 

齋藤：そうかな。間欠泉っていうのを、去年の 11 月から八回くらいやってまして。第一回

には二艘木に出てもらったり、人を呼んでやっているんですけど。中ザワさんがさっき大

人数でパーティ形式でやるみたいなことを言っていたんですけど、これは結構間違いで、

「間欠泉ソロ」っていう名前で僕の自宅でユーストしながら十二時間絵を描いて、それを

自宅の壁に絵を貼って、でその後に自宅に人を招き入れて展覧会として見せるとか。そう

いう「間欠泉」っていう名前の中で振れ幅を持たせるようにはしてて。だから、最初は純

粋に、去年「CIRCLE X」っていうグループ展を神保町の「路地と人」っていうところでや

って、ドローイングのグループ展だったんですけど、絵を描く知り合いが結構いっぱい増

えたもんで、その人たちとなんかやりたいと。で、僕ギャラリーとかそういう保証されて

いる場以外の外とか、そういうイレギュラーな場所でなんかやるっていうのが好きで。そ

こにも自分の活動の場の振れ幅っていうか、それも一種のマチエールみたいなもんだと思

っているんで。外でなんかやりたいなと思ってできたのが、みんなで外で絵を描いてみよ

うかっていう、ホント軽い動機で始めたんですけど。三回くらいは人数を増やしていく傾

向にあって、みんなでわいわい楽しんでっていう感じでやっていたんですけど、ちょっと

このままだと面白くないなと思って、ソロでやったりとかちょっと変わったこともやるよ

うにしてて。だからライブペイントのイベントっていうよりは、間欠泉はライブペイント

っていう絵を描いている過程を外に見せるっていうイベントが、どのようなパッケージン
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グの取り方をしうるかっていうところに焦点を当てて、僕は企画しているつもりなんです

けどね。なのでライブペイントのイベントっていうよりは、僕にとってはライブペイント

のイベントについて考える装置っていうふうな役割でやってますね。なので中ザワさんの

みんなでわちゃわちゃ描いて楽しいねっていうのは、僕の認識からするとちょっと違うん

ですよね。 

都築：すいませーん。ちょっと今聞こえなくて、もう一回齋藤さんに聞きたいんですけど。

ただ楽しいのとは違うということは、別に楽しくないわけじゃないんですよね。 

齋藤：あ、楽しさは別にそれ自体は否定しないですけど、それだけだと僕としてはあまり

モチベーションが保てないなというのがあるので、はい、色々やっていますけど。 

都築：中ザワさんの方は楽しいものだ、楽しくみんながやっているふうにだけ見ているわ

けですかね、そのイベント自体を。 

中ザワ：えっと、僕はそれよりも「間欠泉」という言葉の選びがそもそも表現主義的な、

非常に表現主義的な名前だと思うんですよね。だから感情は急に突然湧き上がると、突然

湧き上がる衝動を大事にしよう。それがソロであろうと大人数であろうと。だから、僕は

大人数でっていうことを例えばとしてしか出していなくて、それが第四表現主義の本質だ

とは全然思っていなんですけれども。例えばそういうこともありうるみたいな程度です。 

齋藤：「間欠泉」は、「井の頭間欠泉」っていうのを最初にやったときは、外でなんかやり

たいなっていうのがまず初めの動機にあったんですよ。なので、「間欠泉」っていう名前は

表現主義的なイメージをまとってしまったわけですけど、何も無いかに見えるところで突

然何かやるっていう。公園でやるっていうところから出てきたネーミングだったんですよ

ね。まぁでも表現主義的な名前ですね。 

松下：心の底からじゃなくて。 

齋藤：心の底からというよりは場がそういう場所だったから、じゃあそうすっかっていう

ふうになった。 

松下：まぁでも、絵が何処からくるのかってことを考えると心の底からきているかもしれ

ないよね。 

齋藤：(笑)。まぁそうかもしれないけど。 

松下：モデレーターとしてしゃべっていますけど。 

齋藤：松下らしいフレーズだな。 

都築：外に出るのは大切なことなんですか。 

齋藤：そうですね。ギャラリーだけだとあんまり面白くないなと思って、だから今までも

商店街の空いている物件を一ヶ月間だけ借りてそこで個展やったりとか、そういうことは

やっていたんでそれの延長っていう感じですけどね。場所の選択も含めて、自分の、企画
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者としての表現にはなっている感じですかね。 

中ザワ：この辺で会場でしゃべりたい人いたら是非マイクを回したいんですけど。どなた

か。 

会場（タッタカ）：すいません。自分の中で整理されてから話したかったんですけれど。ち

ょっと整理されないままなので長くなったら申し訳ないんですが。僕は歳が中ザワさんと

同い年なので、非常に中ザワさんの、なんていうんですかね、勘違いだったら申し訳ない

んですけれども、歴史観の形成のされ方っていうものがすんなり自分の中に落ちてくるも

のがあるっていうのが第一の前提としてあって。それに対しての若い人たちの抵抗感って

いうのも、別にそれも特に今の時代だからある特別なものでもなくて、それすらもが循環

しているっていっちゃえばそうだろうなという、そういう気はします。確か僕、Twitter に

も書いたんですけれども、中ザワさんの循環史観そのものに対する抵抗は僕にもあって、

それは循環していることに抵抗というよりも中ザワさんの言っている循環史観っていうの

が、80 年代から 90 年代にかけてのポストモダニズムの逃げ場のない逃走と非常に近い論

理の組み立てられ方をしていて。そこに対してロマンっていうのは自分の中にあって、そ

れを僕はロマン主義的だって、随分前に別の場所で中ザワさんに言ったような記憶がある

んですけども。だから僕は、黒瀬さんが苛立っているように、じゃあ何故今第四表現主義

を標榜する必要があるのかっていう話と、かつてあったヘタうまなりに対して、僕は「ニ

ュードローイング」って言ったんですけども、今出てきている若いここに集められてしま

った人たちの表現に対して中ザワさんは率直にどういう感想を持っていて、それに対して

何を期待しているのかっていうのがやはりこのトークを通じてもいまひとつ伝わってこな

いっていう苛立ちはあります。 

会場：(笑)。 

中ザワ：僕ですか(笑)。 

会場（タッタカ）：すいません、全然救っていない(笑)。 

中ザワ：言い出しっぺですからね。 

松下：中ザワさんもうひとつ聞いていいですかね。どうして美術の中に、次の表現主義を

見つけてしまったんでしょうね。その、例えば、これは黒瀬さんに対するパスになると思

うんですけど、今日本で探すなら多分、それこそニコニコ動画であるし、ニコニコ動画が

あっという間にマニエリスムに突入して終わったわけですけれども。とてつもない早さで

表現主義が起き、反ニコニコがあり、そして今マニエリスムになって有名人とまぁ超絶技

巧的なものの場になっている。だからまぁ、時代の循環スピードが確実に同じ周期で同期

したり、なくて、ただこれは振れは色んな形であると思うんですけど。それを今探すとし

たら多分、ちょっと前だったら YouTube の動画投稿サイト。それはどっちかといったら国
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際的な話になりますし、日本だったらニコニコ動画がある。で、そういうものを見ないで、

美術の中で表現主義的なものを、発見したということが非常に興味深いです。その今のタ

ッタカさんの話とも組み合わせて。それはやっぱり着想のベースにあるのが、ポストモダ

ニズムのいわゆるオリジナルな時代であった日本の 80 年代、でそこを基準に未来と過去に

訴求して、ひとつのモデルを組み立てるっていうことはあるんじゃないかなというふうに

は少し思いました。 

中ザワ：あでも、その通りなんですよ。その通りで悪くないと思っています。えっと単に

ですね美術の中で発想したところだけの話は、僕の勉強不足とかそういった要素っていう

のがあるかもしれない、一方で。ただもうひとつ他方であるのは、今から言うと第三表現

主義であるところの、ヘタうまがイラストの文脈で起きて美術の文脈じゃない。そのとき

これをどう見るか。むしろ美術がなくなって、イラストレーションの方でやっていけばい

いんだっていうような道はあったわけで。僕の『近代美術史テキスト』では、そっちの道

をとったんですね。ところがその後の反芸術がもろ美術のど真ん中でやっていこうってい

う形で起きて、でそれに敵わないっていう思いが非常にあったんですね。なので、もうそ

こから僕は、僕の個人史にまた重なって申し訳ないんだけど、イラストレーターという肩

書きにしていたのをやっぱり美術家にしないといけない。それで、あれは美術の文脈の中

で反芸術だからイラストに行ったんだみたいな言い方もしないといけない。だけど、その

ときにもしイラストレーションっていう文脈が上手く作動したら、そういう必要もなかっ

たと思いますね。なので、僕のやり方はそういう、出戻った人が元のイズムに忠誠である

と、そういったバイアスは当然かかっているとは思います。なので僕の個人史的には、美

術の中に見つける必要はあった。で、そこじゃないと面白くない、僕にとっては。 

松下：波がふたつあって、干渉して今一番高波が生じている。個人史と重なっているとい

う話が、今日の話で一番出ているポイントなんですけれど。 

中ザワ：はい、そうです。だから個人史からきています。 

松下：一方で、そういう中ザワさんの糾弾会を一旦やめにして、その個人史はさておいて、

三つの運動に対して声をかけて中ザワさん自身が肯定したい価値観があるわけですよね。

それがないんじゃないのっていう指摘が色んな方からあり、中ザワさんの言葉だと僕はヘ

タうまを肯定したいっていう言い方をしているわけですね。それを反技巧っていう黒瀬さ

んの指摘にもあったような、自律していない価値観で表現するのではなく、かつヘタうま

っていう過去の言葉で表現するのではなく、第何表現主義というその固有ではないものと

して、まぁ中ザワさんがどういう言葉で表現するのかっていうのが多分、聞いている人間

としては非常に興味があると思うし、ここに来ている作家の方がたから言えば、自分は自

分の言葉を持っていると思うんですよね。カオス*ラウンジだったらカオスかもしれないし、
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齋藤さんはそれは何か分からないですけど。 

中ザワ：えーと、それも結局言葉の話なんじゃないですかね。僕は言葉の話は、結局第四

表現主義（仮）の（仮）は本当だったんだな、っていう方向に今流れているだけの話であ

って。僕が言いたいのは、やっぱりその個々の差異を見るよりも、もっと俯瞰した見た方

で言うとマニエリスムの時代からの離脱というのが「例えば大人数のお絵描き」っていう

のは例えばに過ぎなくて、それじゃなくて他にいい例があっても構わない取り替え可能な

ものなんですよ。だけど、取り替え可能なものの中で、どれが分かりやすいかな、二行く

らいで書ききっちゃうのはっていうところで、まぁ大人数のお絵描き大会というのをたま

たま出したという程度なんですよ。その大人数のお絵描き大会でも第四表現主義（仮）と

いう言い方か、あるいはカオスという言い方か間欠泉という言い方かどれでもない言い方

にしろ、その中で言われているシニフィエは、シニフィアンではなくてね、シニフィエは

前の時代との断絶みたいなもので、今の時代精神というものがあるんじゃないかっていう

ことです。その時代精神についての会議をやった方がいいんじゃないかっていうふうなこ

と。で、それを明らかにしてそれに反発する方がより時代精神も明らかになると思うんだ

けど。僕はその時代精神に対して自分なりの解答として、自分の作品も作っているし、と

いうようなことでもあるんですね。 

松下：中ザワさんにとってのマニエリスムであり、黒瀬さんだったら 2001 年以降の美術で

あり、齋藤さんだったらギャラリーかもしれない。ただギャラリーは別に嫌いじゃないで

すよね。多分齋藤さんは嫌いなものはないと思うんですけど。 

齋藤：あんま嫌いなものないですね。何処でもやるって感じ。 

松下：そうそう。中ザワさんの話を聞いて一番気になっていると思うんですけど、今反マ

ニエリスムの話になったんですよ。で、そこで結局ヘタうまの話になって、黒瀬さんがさ

っき何度も説き伏せていた「もうちょっと反とかじゃない価値観はないの」っていう。齋

藤さんはやりたいことをやっているだけの人だから、それは絵の形で出てきていると思う。

で中ザワさんは多分、歴史観とかある種のイデオロギー的な表現で出そうとしているけど、

それがまぁ、反マニエリスムだとかになってしまうのはどうしてなんだろうと思います。 

中ザワ：また僕ですか、いいんですか僕で。えっとー、結局「反」は盛り上がりますけど

ね。単純に盛り上がるし、でそのときに個々のバラバラを向いていたベクトルが一方向を

向く瞬間っていうのは、非常にダイナミズムがあると思います。で、その時代に立ち会え

たという感触が 80 年代はやっぱりあるんですね。 

黒瀬：えっと、ちょっとさっきの話を聞いていて思ったのは、結局誰に向かって新しいイ

ズムみたいなものを呼びかけているかみたいな問題が一番大事なんじゃないかなと思って

いて。例えば僕はカオス*ラウンジ宣言をやったときに、批判するべき日本の 2001 年以降
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のアーティストやアートピープルがいたとして、実は彼らに向かって話していないわけで

すよ。彼らに批判をしているけれども、別に期待はしていないので。つまり、彼らとコミ

ュニケーションをとって一緒にいい新しいアートを作っていこうとは言っていない。で、

一方でニコニコ動画の職人とか Pixiv の絵師とかに本当に声を掛けているかと言ったらそ

うでもない。だって彼らは、実際に何度も話してみて思いましたけども、やっぱり「アー

トじゃないです」っていう人がほとんどですよ。そういう人たちに無理矢理アートに行き

ましょうって言ってもしょうがないですよね。だから話していないんですよ。だから誰に

話しているかと言ったら、そういうテーゼを共感してくれて新しい世代を作っていこうっ

ていう新しい人格っていうか、人格類型っていうか、人間をどうやって生み出すかってい

うことを考えて、要するに言説がそれに先行するべきだと思うんですね。言説が先行して、

それに共感したタイプの表現者が生まれるために先に言説を出す、言葉を出すっていうた

めに使うと。だからどういうふうにマニフェストとかっていうのは作られるべきで、既に

ここにいる君たちがアーティストだっていうことをベタに言うなんてことは不可能だと思

うんですよ。第四表現主義者っていうのはまだいないはずなんですよ。ただ僕たちとかで

はないものを指して欲しい、指すなら。そうでないとしたらカオス*ラウンジ宣言の方が先

を行っているって思う。 

中ザワ：全然カオス*ラウンジ宣言が先でいいと思う。 

黒瀬：(笑)。それでいいって言われても。もうちょっと先の話をしたいなと思ってたんです

けど。 

松下：さっきとにかく○○が提案した○○。そういう話ですよね。（2:20:35 聴き取れず） 

黒瀬：まぁそうですね。それこそさっき松下さんが「風景」って言ってくれたように言葉

によって風景が見えるっていう感じですね。 

中ザワ：えっと、宣言先行型みたいな話のところだとすると。宣言先行型で主義を出して

いく、未来派にしろダダにしろ、シュルレアリスムにしろそうなんだけど、僕は宣言が先

にあってこっちの方向に結ぶのだっていうのではないです、確かに。この第四表現主義に

関しては。むしろ現象をこういうふうに見るということができるという。それはこのアー

ティストが宣言を出してやっていくよりも学者になって単に素材を分析しているだけなん

ですね。なので僕の 4 月 9 日に美學校でやったレクチャーは、むしろ学者になって単に分

析したっていう程度なんですね。それをそうじゃなくて運動としてやっていこうみたいな

ことはレクチャーした時には思っていなかったし、この個展を始めるときも別に思ってい

なかったんだけど。この個展をどういう方向に持っていくのかと考えたときに初めて、第

四表現主義決起大会の方向性なんじゃないかということになっただけで。宣言先行でない

というのは本当にご指摘通りです。ただ、第四表現主義という言葉があることによって非
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常に見えやすくなることがあって、それがたった今なんの関係もことも生み出さないよう

に見えたとしても、そういう考え方があるのだと知るだけでもうちょっと意識的にも変わ

っていく、あるいは美術も変わっていくようなことができるんじゃないか。その意味で僕

が目指しているのは古典主義的なやり方です。どういう意味かというと、僕はわざと萬鉄

五郎の名前を出している。あとそれから第三はヘタうまだったということで、ヘタうまの

ことも言っている。第二のことはあんまり言っていないんだけど。でも見返すと、美學校

のレクチャーでしゃべっていたのが、梅ラボさんたちの絵が抽象表現主義のロールオーバ

ーネスみたいな見え方があるだろうみたいなことを言っていて。あっなるほど、そういう

感じでアンフォルメル的なものっていうことも言えないこともなんだなと思うんですけど。

歴史意識なく描きたいものを描いてくっていうようなことは、それは全然否定されるべき

ではないと思う。ヘタうまもそうだったし。否定されるべきではないんだけど、そこに歴

史意識を持ってやったらもっと強くなれる面もあるとなったら、僕はその種を蒔きたいで

す。その種を蒔く言葉になると思っています。という程度ですね。程度っていうことは認

めます。 

黒瀬：古典主義っていうと、細かいツッコミになっちゃいますけど。 

中ザワ：新古典主義。 

黒瀬：新古典主義ですよね。新古典主義っていうと、やっぱりビンケルマンみたいな人が

必要ってことですよね。だからちゃんとしたカノンが必要で。それにしてはまだ萬とか日

本のフュウザン会とかっていうのはカノンに至っていないので、それを参照すべき歴史的

な点と言うことができるかっていうのはかなり疑問があるところです。 

中ザワ：逆にそこは、カノンというものは「カノンに至っていない」という受動的なもの

じゃなくて、そういうカノンが必要だということを言っていくことが表現者の側だとした

ら、第四表現主義っていうのを出すことによって評論家たちを焦らせればいいんじゃない

ですか。無いものを見ていこうみたいな方で、すでに有るものの上に乗っかるんじゃない

わけですよ。あのー、『近代美術史テキスト』の冒頭に書いているですけど、「誰の言葉っ

だったかすっかり忘れてしまいましたが、」…あれっなんだっけ(笑)。「ある現代美術家が、

『あなたが影響を受けた過去の美術家は？』と質問され、『………？？！！ 私は過去の美

術家に影響を受けたのではない。私は過去の美術家に影響するのだ！』とのたまわったと

いう話があります。」っていうのが実際にあるんですね。『近代美術史テキスト』を書いた

ときに、出典を調べたんだけど全然分からなくて「誰の言葉っだったかすっかり忘れてし

まいましたが、」って書いたんですけど。その後でそれを言ったのは松平頼暁がデ・クーニ

ングについて語った講義だったっていうことが分かった。 

スタッフ（皆藤）：沖冲.さんがつながりました。 
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中ザワ：あっ、沖冲.さん。じゃあ今ここで、中断(笑)。沖冲.さん、こんにちは。 

沖冲.：どうもー。これでいいですかね、回線。ビデオがきてないんですごい淋しいです。 

中ザワ：あ、都築さんが切れた。 

沖冲.：聞こえてますか。 

中ザワ：映像がちょっとうまくいってないんですが、ユーストの方見れますかー。 

沖冲.：あ、ユースト見てみます。これ、黒瀬くんとかいるんですか、嘘くんとか。 

藤城：います。 

黒瀬：いますよー。沖冲.さん、いますよ。黒瀬です。 

スタッフ（皆藤）：あっ落ちました。 

中ザワ：ちょっとうまくいってないんですけど、えっと沖冲.さんについて齋藤さんちょっ

としゃべってもらえますか。 

齋藤：え？俺、この中で沖冲.さんとはすごい付き合いの浅い方だと思うんですけど。 

中ザワ：でも今日あれですよね、mograg magazine が今日出て、それのリリースパーティ

をやっていて、その mograg magazine に齋藤さんも書いているんですよね。 

齋藤：コラムを書きました。 

中ザワ：書いているから、本当だったらそっちに行く日だった。 

齋藤：行く日だったんですけど、あっやばいと思って(笑)。ダブルブッキングしちゃったん

ですけど。 

中ザワ：じゃあ僕の方から言うと、沖冲.さんは 2010 年よりもっと前から、2007 年くらい

からライブドローイングみたいなことをやっていて。ただそれは音楽のバックでやってて、

座りながらみんなが描いているスタイルとはちょっと違うんですけど。でもライブドロー

イングということをやっている人ですよね。 

沖冲.：あっ映像きました。どうも、初めまして。どんな感じなんですかそっち。 

黒瀬：なんか、中ザワさんを糾弾する会みたいになってます。(笑)。 

中ザワ：沖冲.さんもどうぞ。(笑)。 

沖冲.：え、糾弾。ほぼ初対面で糾弾のしようがないんですが。 

小田島：沖冲.さんは第四表現主義に入るの？どっち。 

会場：(笑)。 

小田島：今早く言って。 

沖冲.：いやー第四表現主義。いや僕なんでも入りますよ。 

小田島：(笑)。はいーじゃあ書いておきまーす。 

会場：(笑)。 

沖冲.：入れてくれるんですか。 
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中ザワ：是非やりましょう。 

会場：(笑)。 

沖冲.：小田島さんと中ザワさん、赤と青でいい感じですね、コントラスト。 

小田島：あっ見えてんだ。 

中ザワ：黒瀬さん、黒。 

黒瀬：そうです。あー沖冲.さん、そっちに行きたかったんですけどね。やっぱりほら、中

ザワさんの方が年上じゃないですか(笑)。 

沖冲.：(笑)。 

小田島：それは mograg magazine の発売イベント？ 

沖冲.：そうなんです、今最中で。今「シャバクラ！」がやってますね。 

小田島：あーホント。 

スタッフ（皆藤）：映像がきてないです。 

沖冲.：映像がきてないですか。あっこれで。 

中ザワ：きました。 

沖冲.：なんかイベントの様子とか見ますか？ちょっと。 

中ザワ：見せて下さい！是非。 

沖冲.：これが、第五表現主義ですよ！ 

会場：(笑)。 

小田島：見たい見たい。もう終わったんだー。(笑)。 

沖冲.：真っ暗で見えない。 

シャバクラ！：♪♪♪♪♪〜 

沖冲.：はーい、ということでね。真っ暗でした。 

会場：(笑)。 

中ザワ：楽しそうです。 

松下：実際「第五」かもしれないですね。 

沖冲.：ただなんか曲は聴いたことがあるなぁなんて思っている人はね、あれはオリジナル

ですからね。 

会場：(笑)。 

沖冲.：いらないツッコミを入れないように、ということで。はい。…いや僕は直前の会話

とかを聞いていないので、どんな感じかなと。 

黒瀬：そうですよね。絡みづらいですよね。 

沖冲.：今映像が乱れて、黒瀬くんの股間の辺りにモザイクみたいのが見えたんですが。 

会場：(笑)。 
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黒瀬：(笑)。実際入っていないので大丈夫です。 

沖冲.：マジっすか。このモザイクは第四表現主義なんですか。 

黒瀬：(笑)。ちょっと確認できないんで、なんとも言えないですね(笑)。 

沖冲.：どうなんですかねー。 

黒瀬：あ、太田さんはいなんですか？ 

沖冲.：なんか会話をクロストーク的に絡んだ方がいいのか、僕が一方的にしゃべったほう

がいいのか分かんないんですけど。 

中ザワ：一方的にババッと。 

黒瀬：一方的にしゃべって欲しいらしいですよ。 

小田島：どう思った？中ザワさんが第四表現主義っていうのをやりだす、やりだすってい

うか「どう？」っていうのは。どう思ってる沖くんは？ 

沖冲.：太田は今、受付に追われているっていう感じですね。 

小田島：あー太田さんは受付に追われていると。 

沖冲.：太田は受付に、沖冲.はユーストにという感じで。 

小田島：なるほど。 

沖冲.：はい。 

小田島：…どうすんのこれ(笑)。 

沖冲.：これあれでしょ、僕スベってるでしょ。 

会場：(笑)。 

小田島：いやいやいや、そうでもないですよ。みんな笑ってますよ。 

黒瀬：そんなことないですよ。 

沖冲.：マジっすか。別にスベってもいいですよ、僕ハートが強いんで。 

黒瀬：いやいや(笑)、大丈夫です。大丈夫です。 

沖冲.：あのー、えっと、…元気ですか？ 

会場：(笑)。 

中ザワ：元気でーす！ 

沖冲.：あ、よかったです。中ザワさんから金言を頂きたいんですけど。 

小田島：中ザワさんから金言を。 

中ザワ：第四表現主義ですよ。そちら第五で！なんかナンバリングがいけないらしいです

けれども、まぁやっていきましょうみたいな感じですけど。 

沖冲.：なんか、表現主義、いいですよね。 

中ザワ：あっそうですか！表現主義で伝わることありましたか。表現主義っていう名前を

出すことで。 
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沖冲.：なんか歴史は繰り返すというような文章があったですよね。僕は多分どの時代に生

まれても表現主義やったやろなという気はします。 

中ザワ：あ、オールタイム表現主義ということで。 

沖冲.：あっ、ちょっとピンチらしんで、ちょっと行きます。 

会場：(笑)。 

中ザワ：あ、じゃあこれで、ありがとうございました。 

黒瀬：お疲れ様でしたー。 

中ザワ：お疲れ様でした。ありがとうございます。 

沖冲.：あ、ありがとうございました。失礼します。 

中ザワ：沖冲.さんでした。 

会場：パチパチパチー 

中ザワ：会場からちょっと離れたところに、わざわざ来て Skype に入ってくれた感じです

ね。ちょっと都築さんと切れちゃったので、また戻りましょうというあたりで。都築さん

が沖冲.さんの見れてました？ 

都築：あ、今ずっとユースト見てました。 

中ザワ：じゃあユーストの方では見れてた。 

都築：ユーストの方でちらっと。 

中ザワ：はいはい。テストをやったときは、都築さんと沖冲.さんがちゃんと画面に出たん

ですけれども、本番はなかなか上手くいかないかったということで。 

都築：あれっ、沖冲.さんいらっしゃるんですか？今。 

中ザワ：あっ、もうね、去ってしまいました。 

都築：あ、ホント(笑)。 

中ザワ：残念でしたね。えっとどうしましょう。会場でもうちょっと発言したいという人

は。 

会場（たくと）：すいません。なんか今日、たまたま小田島さんに誘われて見に来たんです

けど。えっと、見る方というか、外野から言わせてもらうと、すごい見やすいんですよね、

くくられると。第四表現主義って言われると。カオス*ラウンジと小田島さんがやっていた

全ポ連とかが、僕の中では結びついていなくて。でも中ザワさんの中では結びついている

って言われて、そういう解釈で見るとすごいもしかして、カオス*ラウンジ自体が別の見方

ができて面白いんじゃないかなとか、全ポ連自体が別の見方ができて面白いんじゃないか

なとか。傍から見ると、中ザワさんが各々をどう分析していくのかっていうのもすごい楽

しみで。二艘木さんと一緒なんですけど、僕も中ザワさんと小田島さんとか都築さん、最

強だと思っているので(笑)。二艘木さんって 83 年生まれですよね。同い年の人たちのやつ
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ってあんまり、結構見づらいわけじゃないんですけど、あんまり文章で固まってないとい

うか、ちゃんと評論されてないというか、あんまり言葉がないのかなって思ってて。その

ときに、例えば中ザワさんとかがどう語るのかなっていうので。ちょっともしかしたら本

人たちはそこまで意図してないというか、そんなに語って欲しくないって思うのかもしれ

ないけど、見る方としてはちょっと見やすいですよね。だからそこが、中ザワさんが今日

色々こうやってカオス*ラウンジとか色々集めたときに、カオス*ラウンジが僕はこういう

ことをやってるとか、カオスっていうことを言いたいとか、なんかそういうことを言って

くれるとすごい見やすくて。なんか今日全然関係ない人たちを第四表現主義っていう言葉

で集めて、しかも（仮）っていう言葉まで付けてやっているのが、まぁ終わっちゃうのか

もしれないですけど、すごい僕は見やすくてよかったです。まとめてすいません(笑)。 

小田島：後半に出てくる言葉としてすごいよかった。9 時まであと 20 分ですか。たくとく

んよいこと言った。ありがとう。俺もね、簡単にまとまって欲しいなって思っている方で。

わりとおっさんになってきているので。でも齋藤くんとか黒瀬さんは、そうはいかないん

だろうね、もちろんね。 

石井：私もそうですね、中ザワさんが影響して欲しいと思っているので、あんまり糾弾す

る気がないです。 

二艘木：フォロワーと反の対決姿勢みたいのがちょっと見えてますかね。そんなことない

ですかね。 

齋藤：反っていうか、くくられるのは別にいいですけどね。なんかその第四表現主義って

くくられて、じゃあ次は今度こういうのをやったら面白いかなってとかいってそういう発

想も出てくるし、そういうのも面白いかなと思ったりしますけどね。 

石井：あと自分の表現に関わっているということが、なんか信用できるというか、そうい

うのはあるかもと思いますが。 

中ザワ：そこは諸刃の刃ですよね。あのー、「自分の表現に関わっているから信用できる」

ってふうな今の石井さんのとても優しい言い方なんですけども、自分の表現のプロバガン

ダしたいだけだろっていう言い方で糾弾されることだってあるので。諸刃の刃なんですけ

ど。僕は自分の表現に関わったところ、あるいは自分の直感からしかものは言ってないで

す。っていうのはあります。会場の方でなんかしゃべりたいという人、是非。あるいはこ

ういう話をもっとしたかったみたいな、ないですか。 

石井：中ザワんさんの絵の話をしていないですよね、展示の。 

中ザワ：展示の絵の話はしていないですけど。そっちになるとますますね(笑)、自分の個人

史の話に重なってしまいますけど。ある程度さっき話した、ネオ・アコースティックとし

てやっていると。なので、じゃあもう一回その話に戻ると、カオス*ラウンジ宣言が新しい
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下部構造で、Twitter が出てきたとかそういう中でやっていると言っているのはかなり共感

なんですね。で、そこのところにおける表現主義の形というようなものとして、今のもの

が出てきているのではないかと、というのがひとつ。で、もうひとつ、下部構造はかなり

関係するとしても、社会の変化がそのまま表現に影響するかどうかというようなことは、

僕はあんまり強くは言えないと思っていて。例えば、第一次大戦はものすごく反芸術の動

きと密接な関連があって、第一次大戦は非常に成果があった。美術史的にはね。あるいは

芸術には。ところが、第二次大戦は全く不毛だったと言われ方もしょっちゅうしている。

せいぜい効果があったのは、ヨーロッパのたくさんの芸術家をみんなアメリカに移住させ

たという効果があったみたいなようなことしかなくて。要するに第二次大戦のときに、新

たなイズムが出てきたみたいなことはないわけなんです。なので、社会の現象が美術にす

ごい関わるかというところは、少なくとも僕は慎重になりたいと思っています。まぁ今の

は震災と原発を念頭にした言い方で、あの絵がね、こう、メルトダウンと三号機と。あと

それから、一円玉・五円玉・五百円玉は、決してヨウ素・セシウム・ストロンチウムでは

ありませんとかね(笑)。 

石井：あれはなんでお金を貼っているんですか。 

中ザワ：それは大問題のところなんですけど。まぁ直感ですね。最終的には直感ですね。 

石井：自己パロディとかじゃないんですか。 

中ザワ：自己パロディも含めて、直感ですね。 

黒瀬：でもあれじゃないですか、第一次大戦が成果があって第二次大戦が成果がなかった

っていうのは、第一次大戦的な総力戦みたいなものが、今まで芸術文化が培ってきたボキ

ャブラリーにとってすごく捉えやすいものであって、同じ世界観の中で捉えやすいもので

あったのに対して、第二次大戦の戦い方っていうのはそういうものではなかったので、移

住したっていうところに成果があるっていうのは、すごくなんかそれは反映しているんじ

ゃないですか。って普通に思いますけど。 

中ザワ：でも、死んだ人の数でいったら圧倒的に第二次大戦の方があったわけですよ。 

黒瀬：いや、そうなんですよ。単純に数ではやっぱり想像力は動かないじゃないですか。 

中ザワ：そうですね。 

黒瀬：いやすいません、変な。ツッコんだだけです。 

中ザワ：いやいいです。あのー、数の話で思い出したのは、さっきの話でこの第四表現主

義というものが、全体的な傾向なのかどうなのかみたいなようなことなんですけど。何処

が一番ホットスポットで面白いのか。ホットスポットって言い方悪い？(笑)。印象悪い言い

方ですけど、そっちは措いておいて。何処が一番ホットな場所なのかみたいなようなこと

で言うと、抽象表現主義はアメリカの中の、ニューヨークの中の本当に 4、50 人しかいな
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いサークルの中での話だったとか、あと現代音楽でもダルムシュタット夏季現代音楽講習

会というところから総音列主義などがやっぱり同時代に出てきているんですけど、それも

ダルムシュタット夏季現代音楽講習会に集まったごく少数の一部のものだった。だけどそ

れが瞬く間に、イズムにまで化していったっていうようなことがあって。僕はそこはある

種全方向を向くんではなくて、排他的な主義が出てくるような時代は色んな問題がありな

がら、やっぱり一番印象に残るし面白いと思うんですね。で、その一番面白いということ

に自分はわくわくしている。例えばカオス*ラウンジが出てきたのもわくわくするし、間欠

泉が出てきたのもわくわくするし、小田島さんも全ポ連やってるし。というようなこのわ

くわく感をひとつの言葉で、とりあえず言おうよみたいなようなところが単にあるんです。

それはさっきの話とつながるんですけどね。 

石井：あと梅沢さんがいらしていたので、ちょっと一言いただきましょう。今トイレ？ 

松下：でも冷たいこと言うと、多分みんな作品見ていないからそういうレッテルに、中ザ

ワさんはひとつの属性としてひとつのツールとしてそういう言葉を出しているだろうけど、

やっぱりアートピープルすら作品見ない現状がある中で、作家のガードがすごく上がって

いるっていうのはすごく感じますね。カテゴリー化されてしまうことに対する。 

中ザワ：くくられたくないというガード。 

松下：くくられたくないという気持ち以上に、くくられたら困るっていうのが多分あるん

じゃないかな。 

中ザワ：でもそれはいつの時代もあると思う。だからそれはどんどん、中ザワヒデキ糾弾

会にしてもらっていいの。全然それは予想の範囲内なので。それがない方がつまらないく

らいです。 

松下：中ザワさん一人を糾弾して解決できない問題だから。 

黒瀬：そうだし、最初の会場からのご質問でポストモダンっていう言葉が出ましたけど。

だからポストモダン的な問題で考えるとだったら、中ザワさんが如何に超越的な歴史観を

提示しようと、それがひとつの歴史観にしかならないっていう問題があって。その中でど

うやって生き残っていくかみたいな、その生き残り戦略を問われていると僕は思うんです

よ。そのときに僕は、中ザワさんが学者としてやっているというのが、辛うじてその生き

残りの戦略に近いようなふうに聞こえて。アーティストでありながらアカデミシャン風の

仕事をやって存在感を残すみたいな、そういう変な戦略なのかなと思ったりもしたんです

けど。 

中ザワ：えっとね、生き残りの戦略みたいな話は、あるいは黒瀬さんとの前のインタビュ

ーでも、これは何を黒瀬さんは言いたかったのかなと後になるまであんまり分からなかっ

たんですけど。生き残りのための戦略だとか、アイロニーだとか、こうすればこの中で勝
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てるとかっていうようなことではなくて。それは僕の一番の興味ではなくて、何が一番わ

くわくさせるかということです。幼稚な言葉になるんですけど、何に自分はわくわくする

かっていうようなものの方がやっぱり大事なんですよ。 

黒瀬：いやだから、そういう物言いが一番アーティストの共感を呼ぶわけですけど、そう

いうことしか言ってないから日本のアートはこんなにダメになったわけで。中ザワさんは

特別なわけですよ。だから中ザワさんは結構色々複雑なことをやっているから生き残って

いるわけで。そうじゃなくて中ザワさんのさっきの言葉を単純に真に受けて「そうかわく

わくすることだけやっていればいいんだ」っていうふうにやったやつは完全に生き残るこ

とできないので。だからそこが悪い人だなと思うところですね。 

会場：(笑)。 

中ザワ：(笑)。あーでもやっぱり生き残りかどうかの話なんだけど。じゃあ僕は、例えばヘ

タうまの人たちが生き残っていないとするじゃないですか。でもヘタうまのときはわくわ

くしたっていう記憶を僕はずっと持っているんですよ。で、そういうようなことが今もま

た、自分でやっていいんじゃないかっていう直感につながるんですよ。そこのときはこっ

ちに行ったら生き残れないとか、こっちに行っとけば勝つとかっていう戦略じゃないです。 

黒瀬：それは、その言葉を変えたら一瞬で解決すると思うんですけど。生き残る生き残ら

ないじゃなくて、盛り上げるのが成功するかしないかの戦略だと思うんですよね。 

中ザワ：既に盛り上がっていると思っている。 

黒瀬：いやいや、それはないんじゃないんですかね。(笑)。それはさすがに。 

中ザワ：カオス*ラウンジが批判されていることも含めて、すごく面白いことが起きている

と。 

黒瀬：それはそう思いますよ。だから、第四表現主義として面白いことが起こっているか

どうかっていうことですよ。 

中ザワ：あっ、そうなんですよね。 

黒瀬：そう。第四表現主義の名のもとに面白いことが起こったと歴史が記述するかどうか。 

中ザワ：そうそうそう。 

黒瀬：そこは戦略は必要じゃないですか。そのことですよ、生き残りっていうのは。 

中ザワ：まぁそこの話だ。そこの話はご指摘の通りです。 

黒瀬：(笑)。 

中ザワ：(笑)。ただまぁ、さっきトイレに行かれていたときの話なんですけど、カオス*ラ

ウンジと間欠泉と全ポ連と全然別に見てたんだけれども、「第四表現主義（仮）」というと

りあえずの見方で横に並べて見ることができるとしたら、それは見通しがよくなるという

意見がさっきあったんですね。僕はそう思っているんですよ。 
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黒瀬：逆に見通しが悪くなるっていう言い方もできますよね。 

中ザワ：あっ、本人からしたらそうでしょうね。(笑)。 

黒瀬：そうですよ。だってそうしてしまうとジャンルが限られちゃうから。僕らが見てい

たニコニコ動画とかアニメとか漫画とかっていうところが、パースペクティブが外れちゃ

うので、それはちょっとずれ過ぎかなと思います。そこをひとつのビューとして通してし

まうと、あまりにも本質が背景に退く、というか視界から外れてしまうので、それは大丈

夫なのか。その運動は燃料切れになるのではないかみたいな気はしますけど。 

中ザワ：えっとー、どういう言い方しようか。グラフィック展の人たちと霜田恵美子一派

のヘタうまの東京ファンキースタッフの人たちは、当時 80 年代初頭結構仲が悪くて。で、

日比野克彦の文字になっている情報とかで、「霜田恵美子なんてあんなの何処がいいのって

みんなでいつも言っています」っていう。そのみんなは芸大の人たちなんだけど。そうい

った言葉がちゃんと残っていたり。 

小田島：都築さんが笑ってる。 

会場：(笑)。 

都築：いやいや、分かる話になってきたので。聞いてますよ。 

中ザワ：(笑)。だからそこのところも、僕は後からヘタうまっていう言葉を被せちゃってい

るわけなんだけど。それは第三表現主義でも、別の言葉でもいいんだけど、一緒にした方

が見通しがよくなると、僕はやっぱり思っているんですね。で、そっちの方がよっぽどみ

んなにとって本当はいいんじゃないのかなみたいな。(笑)。 

黒瀬：うーん、どうですかね。僕は美術の世界だけで見通しをよくしてもしょうがないと

思いますよ。 

都築：あのね、見通しがよくなるという意見はすごくよく分かるんですよ。それで興味を

持った人はとりあえず見通しがよくなったところに、多分入っていくんですね。その後深

くそれを分析して、さらに興味を持つと、一見自分が見通しがよくなったと思ったところ

に行ったら、実は外からでは見えないものが調べるとどんどん出てくるっていう面白さが

あるじゃないですか。っていうことになってくるんじゃないですか。だって今、中ザワさ

んがおっしゃったファンキースタッフと芸大旋風の人たちの確執なんて誰も普通は知らな

いですよ。だから、そういうものを調べる人は必ず出てくるっていうことなんじゃないで

すかね。 

中ザワ：そうですね。えっと、もうちょっとなんですけど、今出ていない話で絶対これを

すべきとかあれば。 

梅沢：どういう流れで僕の名前が出たんですか？ 

黒瀬：いや、単純に居るから。 
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梅沢：梅沢と言います。僕はデジタルのコラージュ活動と絵の具を使った絵とかをやって

いるんですけど、まぁそういう人間です。カオス*ラウンジのメンバーです。やっぱ黒瀬さ

んが苛立っている部分は、中ザワさんが呼んで周りの色んな人が反発してそれもよしとし

ているけど、でも結局それは中ザワさんの会になってしまうみたいなところで。そこが黒

瀬さんは気になると思うんですが。まぁそれはどうやってもここに参加したっていうだけ

で、これは決定事項だからあんまり関係ないところだと思うんですね。もうひとつ明らか

にしたいのは、絵がすごい描きたいんだっていう意思と歴史に残すべきなんだっていうふ

たつの意思があるような気がして。黒瀬さんとかカオス*ラウンジは、歴史とかそういうの

は結構重要としているというか、「残るぞー」みたいな。それに対して中ザワさんは、既に

残っているからそれに対してずるいっていう気持ちもあるんじゃないかなぁ、みたいなと

ころもどうなのかなと思って。 

会場：(笑)。 

黒瀬：だから最初の問題は、嫌だって言っているだけで、演じているだけですから。場を

成立させるためのプロレスとして、「中ザワさんいい加減にして下さいよ」って言っている

だけだから。でまぁ、ふたつ目の問題は結構。中ザワさんが既に歴史に残っている問題。 

梅沢：だから、僕たちは普通に焦っていると思うんですよね。っていうか僕は焦っている、

すごい、常に。で、中ザワさんは焦っていないからずるい、みたいなところがあるという

か。「まぁいいじゃん、仲良く」みたいな。 

中ザワ：全然焦ってますけども。 

梅沢：本当ですか。「とりあえず一緒に展示して」みたいな方向に行きたいのかな。どうし

たいのか、僕もちょっと疑問がありました。もちろん絵はすごい、敵わないなと思う部分

はありますけど、でもそれとは別にこれからの話を。 

中ザワ：「どうしたいのかな」は、さっきから言っているような話だと、我々がどうってい

うのもあるのかもしれないけど、例えば第四表現主義という言葉で見通しよくして、そし

たら一番最初にちらっと言いましたけど、日本発で第四表現主義出していけるんですよ、

世界の方に。それはだから、「日本の若手アーティストをまとめて世界に出すことが自分の

夢です」とか言っている有名なアーティストがいますけれども、まぁ似てますよ。 

黒瀬：じゃあ中ザワさんはもっと叩かれるべきなんじゃないですかね。 

中ザワ：どういうこと。(笑)。 

黒瀬：いや、僕が叩いてもこう、なんていうか自作自演的になっちゃうから、もっと強大

な外部、他者から一斉にバッシングを受けて、「ちょっと中ザワさんもう活動できないんじ

ゃないの」みたいな(笑)。 

中ザワ：逆に言うと、そういうふうに言ってくれるんだっていうのが意外なほど。あ、そ
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う見られているんですね。ありがとうございます。 

会場：(笑)。 

黒瀬：いやいや。 

中ザワ：僕は無視という言葉が結構、岡本太郎に対する無視だとかね、そういうようなこ

とがこの日本の美術界、海外もかもしれないけどあると思っていて。僕は結構叩かれるん

じゃなくて、無視されてるって思っているところがあるんですよ。 

黒瀬：あっ、いやでもカオス*ラウンジも全然そうですよ。カオス*ラウンジの美術界から

のスルーっぷりはすごいですよ。 

中ザワ：ここでルサンチマンを（02:56:52 聴き取れず）(笑)。 

会場：(笑)。 

黒瀬：(笑)。いやすごいですよ。だから、無かったことにしようとしていることがありあり

と分かる。 

小田島：みんなあると思いますよ。僕もありますよ、もちろん。 

会場：(笑)。 

中ザワ：そう、だからね、無かったことにしようとするみたいな動きって本当にたくさん

ある。 

松下：一個外圧の話をしていいですか。海外でも日本の村上以降の流れを終わらせようっ

ていう動きがあって、それはマニエリスムを中心にしたグループ展の「バイバイキティ! ! !」

っていうものでかなり明らかになった。それはやっぱり海外に受けるにはマニエリスムで

オリエンタルを表現するというのが、一番の方程式だということが明らかになり、キュレ

ーターも自分の価値を上げるにはポップ・アートよりも神秘主義に行ったほうがいいとい

う、極めて合理的な判断が働いているわけですよね。それはある意味では、カオス*ラウン

ジ宣言に工学的規制に対して人間主義を挿入するみたいな表現があったけど、工学的では

ないけれどもすごく合理的に駆動している機械のロジックに完全に勝っている。多分その

流れの中で、カオス*ラウンジは多分せめぎ合っているところだと思うんですよ。 

黒瀬：それに対する次の手はもちろん考えていますけど。あのー、要するに「バイバイキ

ティ! ! !」みたいなものが何が駄目かっていうと、あれを反芸術として定義しないといけな

いわけですよね。じゃなければただのビジネス本ですよ、そんなの。だから、「ビジネス本

みたいなことを今のアート界でやることが反芸術なのだ」っていう新しい反芸術としても

う一回、一段階上のレベルから記述しないといけないのに、それをやっていない。という

ことが最大の欠点なので忘れられるでしょう。だし、村上さんには勝てないでしょう、あ

れでは。 

松下：でも、やっぱり販売上でいうとマニエリスムは強いんですよね。 
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黒瀬：強いですよ。もちろん。 

松下：でまぁ、言説がないっていうのが最初から黒瀬さんが言っている問題であるし、そ

れをやろうっていうのは多分… 

黒瀬：続かないですからね、それってやっぱり。作家一人の人生を終わるまでも続かない

から、路頭に迷うというのが関の山だと思いますけど。 

二艘木：その、さっきから出ている海外でっていうのは重要なんですかね。あまり関係な

いような気がするんですけど、いつも。 

中ザワ：うん、関係ないかもしれない。だけど、いややりたいですよ。 

小田島：でもさ、この第一、第二、第三、第四とさ、段々と海外の影響っていうものから

離れることができている気がするんだよ。ニュー・ペインティングとヘタうまってほぼ同

時期なだけであって、テリーがバスキアを見たわけじゃないんだよね。 

黒瀬：歴史の話をしている以上、やっぱり日本だけの話では終わらないんじゃないですか

ね。日本だけの出来事だけで完結する日本史なんかないわけで。そういう意味ではある程

度日本だけでは終わらないようなモデルを出してしまっているので。 

二艘木：あ、その歴史っていうよりは、作家が出て行くとか。まぁ歴史の話か。なんか結

構大事なことのように言われているのが、いつも不思議なんですけど。 

松下：でも二艘木さんの絵は世界中で見たいですよ。てか、見て欲しいと思うし、その武

器として多分言説が必要だというのはあると思う。 

黒瀬：でもやっぱり、日本人じゃない人から我々がどういうふうに見られているのかみた

いなことは、結構大事だと思うし、そういう反応を聞くとクリエイティブになりますよ。

たまたま昨日僕、イタリアのベネツィア大学でデザインを教えている人にインタビューさ

れて、最近のこととか構想を話すとすごいびっくりするんです。「すごい！そんなこと考え

ている日本人がいるんだね」みたいなこと言われて。なんか、うーんと。だからそういう

外からの視線っていうのを意識するようになったというか、そういうものをフィードバッ

クさせたいなっていう気持ちは、やっぱり震災以降は強くなったし。最近よく色んなとこ

ろで言っているんですけど、中原佑介さんが亡くなってから選集が出たじゃないですか。

その中で「人間と物質」展の巻がいち早く出てて、それを買って読んでいたときに、最初

に「人間と物質」展のときのドキュメントの写真が載っているんですね。それに僕はすご

い感激して。なんでかというと、僕らが知っている上野公園とか上野の下町とかを、カー

ル・アンドレとかリチャード・セラが歩いているんですね。都の美術館とかでハンス・ハ

ーケとかがこうやってチューブつなげていたりすると。なんかこのラディカルさっていう

か、最近あんまり無いなと思って。日本の国際展って言っているのに。リチャード・セラ

とか、すごい鬼のような形相してるんですよ。鬼のような形相で上野公園で、なんか木を
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運んでるんですよ(笑)。この写真すごいなぁと思って。こういうことやった中原佑介もすご

いっていうか。そこから、中原佑介が死んだことにクリストとかダニエル・ビュランとか

色んな人がコメントを寄せていて、やっぱりあの展覧会は世界的に見ても共感したから参

加したんだみたいなことが書いてあって。僕はそういうことができるグループになりたい

なと思うんですけどね。 

中ザワ：是非そういうふうになってやっていって欲しいんですけど、あの、二艘木さんの

話をもうちょっと受けてそれをもうちょっと別の言い方で言うと、例えば「絵」なのかあ

るいは「美術」なのか。で、「美術」だと歴史を引き受けたり、あるいは海外からの見られ

方がどうだみたいなことが出てくる。だけど、「絵」だとそういうことを考えないで、単に

絵を描いていたいっていうようなものがあると思うんですね。都築さんが言っている「上

位概念の絵」とか、そのとき都築さんが美術に行かないで、イラストレーターになった理

由っていうのは単に絵を描いていきたい。そのためには美術にいると、社会とかとかかず

らなければならない。そこから逃れるためにっていうことがあって。で、僕は表現主義の

本質は、一方で美術ではなくて、その単に絵を描きたいっていう絵の方もあると思うんで

すね。かなりナイーブな話になってしまって、「だから残らないんだよ」みたいな話になる

んですけど。でも、そっちの「美術」ではなくて「絵」だっていう方も、僕は自分の感覚

でアリだとは思っているんですね。ただそのアリなところに、それだと弱いから「美術」

っていう言葉も、「美術」の枠内でやっていこう。そうするとやっぱり絵画のことを意識す

るし歴史も意識するし。なので、「美術」か「絵」かみたいなようなところで、表現主義っ

ていうのがやっぱり出てくるんじゃないか。そこがカオス*ラウンジと間欠泉の最大の違い

だったりもするんじゃないかな。齋藤さんは「絵」の方ですよね。単に絵を描きたい。 

黒瀬：ナイーブなものがあるって大事なのは、それは当たり前なことなので、そういうも

のが無い人間なんかないし、表現じゃないから。それは別に言わなくてもいいんじゃない

かっていうのが僕の考え方ですけどね。 

中ザワ：そうですね。なので、ナイーブなものは通奏低音としてあるんですよ。通奏低音

としてあって、多様性の時代ではない。 

黒瀬：だから誰でもあるし、それに付き合っていくのが作家っていうか。なんていうか、

ナルシシズムみたいなものじゃないですか。ナルシシズムはゼロにはできない。どうして

も出てくるものだから、それとどう付き合うかみたいな話で。ナルシシズムは嫌だって言

っても、人間には絶対あるんだから、みたいな話じゃないですかね。 

中ザワ：だから僕もそこのところで、「美術家」とあえて名乗り直した人間なんで、やっぱ

りそっちなんですね。なので、「第四表現主義」っていう言葉は、単に絵を描きたいんだっ

たら僕はそんなこと言わなくていいんです。やっぱり「美術」という名前でやりたい。「美
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術」という名前でやるからには、歴史が入ってくる、あるいは日本という場所が海外との

相対関係としてある場所だっていうようなことが入ってくる。というようなことが、さっ

きの二艘木さんの質問に対する僕の言い方なんですよね。 

齋藤：えーと、やっぱり僕は話を聞いていても、あまり美術っていうところにモチベーシ

ョンを持っていない人間で。こうやったから次こういうことをやったら面白いんじゃない

かっていう、常に自分の歴史を参照しつつ次の表現をやって、バリーエーションをどんど

ん広げていくみたいな活動のスタイルですけど。前に美學校の「絵と美と画と術」クラス

のトーク行ったときに、スージー甘金さんとタナカカツキさんのトークを聴きに行ったん

ですけど。 

小田島：はい、企画しました。 

齋藤：そこで佐藤直樹さんが飛び入りで言われていて。絵とかを出して、隣にいる友達が

いいねって言って、それでまぁ終わってしまうような、そういう関係。そこではそれはナ

イーブな意味で使われていたんですけど。「フォークアート化」みたいな言葉を使われてい

たと思うんですけど。それがナイーブな意味にどうしてもなっちゃうけど、肯定的に捉え

直していきたいなぁとは思っているんですけどね。 

小田島：なるほどねー。ナイーブ弱い説？ 

会場：(笑)。 

黒瀬：ナイーブは弱いんじゃないですか。弱いからナイーブっていう言うんじゃないです

か。 

小田島：弱いは悪い説？ 

黒瀬：いや、ありますよ。人間強くないですから。弱いのは当たり前です。 

齋藤：絵をただ絵としてやっていきたい人。なんかパンクのシーンとか考えちゃうんです

けどね。その自分たちで情報を配信したかったら、ファンジンとか作って。海外のバンド

を呼んでツアー組みたかったら、色んなところに住んでいる仲間と連絡取って、金出しあ

ってちょっと飛行機代出してとか。なんかそういう身内っちゃ身内なんだけど、そういう

パイを小さくした中でも自分たちの表現を回していくっていう。まぁよくある話なのかも

しれないですけど。まぁそういうことをやっている友達が周りに多いから、絵でもそうい

うことができないかなって漠然と思ってるんですけどね。 

小田島：齋藤くん本当実践しているね。 

齋藤：そうですかね(笑)。できてたらうれしいですけどね。 

小田島：いつも心強いです。 

齋藤：作品集としての ZINE ブームみたいなのあるじゃないですか。ああいうのも、ZINE

って一種完成したパッケージングだから、それを仲間と共有して、少ないお金で共有して
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回すっていうか。そのパイが小さくなっていくっていうような状況のひとつの現れなんだ

ろうなと思って。そんな感じですかね。言えたか分からないですけど。 

中ザワ：二艘木さんいいですか。 

二艘木：えーと、ご回答ありがとうございました。 

中ザワ：えっとー、この後ナイーブ論争に本当はなりそうなことで。ナイーブのままでい

いのか、「美術」と呼ばれたくないことをあえて選んだ都築さん聞こえてますか。「美術」

ではなくて、「絵」という言い方をしている人たちも入ってます。っていうようなところで、

僕は「絵」か「美術」かみたいなことは、僕自身 80 年代に絵を描いていたときには、「美

術」の仲間にも「イラスト」の仲間にも入れられてなかったっていうような絵を描いてい

たので、そこのところは非常に僕にとっても実体験を伴って大事な話なんですね。あとそ

こも表現主義の大事な話だと思うんだけど、それは今これ以上時間的に深められないまま

二次会に持ち越す感じでいいですかね。 

黒瀬：二次会でじゃあ。 

小田島：いいとも。 

中ザワ：この話、やっとちょっと実のある話だと思っているから。「絵」なのか「美術」な

のかっていうようなところはね。で、表現主義に関わる話だと思っているし、第三表現主

義はそこで敗退した部分もあったわけなんで。じゃあその話は二次会に持ち込むとして。

21 時過ぎてますので、よろしいでしょうか。 

小田島：二次会ってお客さんも来れるんですか。 

中ザワ：来れる感じですよね、この感じだと。では一旦締めます。じゃあもう一回鶯さん、

締めをお願いできますか。 

 

鶯：本日お越しの皆様、ユーストをご覧の皆様、ありがとうございました。ご参加は、齋

藤祐平さん、小田島等さん、藤城嘘さん、黒瀬陽平さん、石井香絵さん、二艘木洋行さん、

松下学さん、京都より Skype 参加の都築潤さん、数分間のみ Skype 参加の沖冲.さん、そし

て、観客のみなさまでした。ユーストの見れる近所のバーとして、メゾン・ド・サワさん

にご協力いただきました。スタッフは、皆藤将さん、平間貴大さん、室井良輔さん、やば

おさん、石田さん、つのださん、すがいさん、そして私、鶯セヴーチでした。このイベン

トは、中ザワヒデキと、ギャラリーセラーが企画しました。中ザワヒデキの油彩新作展「か

なきり声の風景」は、明日 12 月 2 日が最終日、開廊時間は 12-18 時です。二次会がありま

す。追ってご案内いたします。それではただいまをもちまして、「第四表現主義（仮）につ

いて語る会」を終了します。みなさまどうもありがとうございました。 


